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１９
年
度
の
生
乳
生
産
は
、

北
海
道
が
前
年
度
比
３
・
２

％
増
の
４
０
９
万
４
千
㌧
、

都
府
県
が
１
・
５
％
減
の
３

２
６
万
４
千
㌧
、
全
国
で
１

・
１
％
増
の
７
３
５
万
９
千

㌧
と
４
年
ぶ
り
の
増
産
と
な

る
見
通
し
。

２０
年
度
は
、
北
海
道
で
は

乳
用
牛
の
２
歳
以
上
頭
数
が

約
１
万
頭
増
え
る
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
３
・
３
％

増
の
４
２
３
万
１
千
㌧
の
予

測
（
表
）
。
減
少
が
続
い
て

い
た
都
府
県
の
同
頭
数
は
微

増
の
見
通
し
で
、
減
産
幅
は

縮
小
す
る
も
の
の
、
０
・
７

％
減
の
３
２
４
万
１
千
㌧
の

予
測
。そ
の
結
果
、全
国
で
は

１
・
５
％
増
の
７
４
７
万
２

千
㌧
の
見
込
み
と
な
っ
た
。

消
費
面
で
は
、牛
乳
類（
牛

乳
、
加
工
乳
、
成
分
調
整
牛

乳
、
乳
飲
料
）
の
生
産
量
は

０
・
５
％
増
の
４
７
１
万
８

千
㌔
㍑
の
見
込
み
。
う
ち
最

も
量
の
多
い
牛
乳
は
、
１
・

０
％
増
の
３
１
９
万
７
千
㌔

㍑
と
引
き
続
き
堅
調
に
推
移

す
る
見
通
し
。
な
お
、
前
年

度
減
少
し
た
「
は
っ
酵
乳
」

は
０
・
１
％
増
の
１
０
２
万

８
千
㌔
㍑
で
前
年
並
み
の
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

１９
年
度
の
都
府
県
の
北
海

道
か
ら
の
生
乳
移
入
量
は
、

前
年
度
比
１０
・
９
％
増
で
過

去
最
高
と
な
る
見
通
し
。
２０

年
度
も
飲
用
等
向
け
は
堅
調

な
需
要
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
移
入
量
は
８
・
３
％
上

回
る
５９
万
１
千
㌧
と
な
る
見

込
み
。
６
年
連
続
で
前
年
を

上
回
り
、
北
海
道
産
へ
の
依

存
が
強
ま
る
状
況
に
な
る
。

生
乳
需
要
量
の
見
通
し

は
、
脱
脂
粉
乳
ベ
ー
ス
（
脱

脂
粉
乳
需
要
量
を
満
た
す
た

め
の
生
乳
必
要
量
）
で
は
７

４
２
万
６
千
㌧
で
足
り
る

が
、
バ
タ
ー
ベ
ー
ス
（
バ
タ

ー
需
要
量
を
満
た
す
た
め
の

生
乳
必
要
量
）
で
は
７
７
８

万
６
千
㌧
（
同
）
と
な
り
、

輸
入
売
渡
し
を
加
味
し
て
も

３０
万
４
千
㌧
不
足
す
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
「
不
均
衡
と

な
っ
て
い
る
飲
用
需
要
に
対

す
る
地
域
の
生
乳
生
産
を
改

善
す
る
た
め
に
、
都
府
県
に

お
け
る
生
産
基
盤
強
化
の
取

り
組
み
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

農
水
省
は
１
月
１５
日
、
１８

年
の
農
業
総
産
出
額
及
び
生

産
農
業
所
得
を
公
表
し
た
。

全
国
の
農
業
総
産
出
額
は
、

前
年
比
２
１
８
４
億
円
（
２

・
４
％
）
減
の
９
兆
５
５
８

億
円
と
な
っ
た
。
野
菜
、
豚

肉
、
鶏
卵
の
価
格
が
生
産
量

の
増
加
な
ど
で
低
下
し
、
生

産
農
業
所
得
と
と
も
に
４
年

ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
。

品
目
別
に
み
る
と
、
米
は

前
年
比
５９
億
円（
０
・
３
％
）

増
の
１
兆
７
４
１
６
億
円
。

行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標

の
配
分
廃
止
な
ど
の
米
政
策

改
革
に
よ
り
、
生
産
者
の
判

断
で
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
い
、
低
価
格
帯
を
中
心
に

米
価
が
上
昇
し
た
。

野
菜
は
１
２
９
６
億
円

（
５
・
３
％
）
減
の
２
兆
３

２
１
２
億
円
。
ダ
イ
コ
ン
、

ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
根
菜
類
や

葉
茎
野
菜
が
冬
場
の
温
暖
な

天
候
に
よ
り
生
育
が
良
好

で
、
価
格
が
低
下
し
た
。

果
実
は
４４
億
円
（
０
・
５

％
）
減
の
８
４
０
６
億
円
。

ナ
シ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な

ど
が
生
育
期
間
中
の
天
候
不

順
や
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
生
産
量
が
減
少
し
た
。

畜
産
で
は
、
生
乳
が
７２
億

円
（
１
・
０
％
）
増
の
７
４

７
４
億
円
。
牛
乳
・
乳
製
品

類
の
消
費
が
引
き
続
き
堅
調

に
推
移
し
、
総
合
乳
価
が
上

昇
し
た
。
肉
用
牛
は
３
０
７

億
円
（
４
・
２
％
）
増
の
７

６
１
９
億
円
。
和
牛
の
出
荷

頭
数
が
増
加
に
転
じ
た
。

豚
は
４
３
２
億
円
（
６
・

７
％
）減
の
６
０
６
２
億
円
。

大
規
模
生
産
者
が
生
産
を
拡

大
す
る
中
、
１０
月
以
降
、
豚

肉
価
格
が
前
年
を
大
き
く
下

回
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
。

鶏
卵
も
生
産
量
の
増
加
か
ら

価
格
が
低
下
し
、
４
６
６
億

円
（
８
・
８
％
）
減
の
４
８

１
２
億
円
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
北
海

道
が
１
兆
２
５
９
３
億
円

（
１
・
３
％
減
）
で
１
位
、

次
い
で
鹿
児
島
４
８
６
３
億

円
（
２
・
７
％
減
）
、
茨
城

４
５
０
８
億
円
（
９
・
２
％

減
）
、
千
葉
４
２
５
９
億
円

（
９
・
４
％
減
）
、
宮
崎
３

４
２
９
億
円（
２
・
７
％
減
）

と
な
っ
た
。

全
国
の
生
産
農
業
所
得

は
、
農
業
総
産
出
額
の
減
少

や
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る

光
熱
動
力
費
の
増
加
な
ど
が

影
響
し
、２
７
４
３
億
円（
７

・
３
％
）
減
の
３
兆
４
８
７

３
億
円
に
と
ど
ま
っ
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
３１
日
、
２０
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
を
公
表

し
た
。
全
国
の
生
乳
生
産
量
は
、
２
歳
以
上
の
乳
用
牛
頭
数
の
増
加
に
よ
り
、
２
年
連
続

で
増
産
と
な
る
見
込
み
。
北
海
道
は
４
年
連
続
の
増
産
の
一
方
、
都
府
県
は
減
産
が
続
く

見
通
し
。
牛
乳
の
消
費
は
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
海

道
か
ら
都
府
県
へ
の
生
乳
移
出
量
は
前
年
度
以
上
と
な
る
と
見
通
し
て
い
る
。

（億円、％）

農
水
省
は
２
月
７
日
、
１９

年
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
実
績
（
速
報
値
）
を
発

表
し
た
。
輸
出
総
額
は
前
年

比
０
・
６
％
増
の
９
１
２
１

億
円
と
な
り
、
７
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
も
の

の
、
政
府
目
標
の
１
兆
円
に

は
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
水

産
物
が
不
漁
な
ど
の
影
響
で

落
ち
込
ん
だ
。

輸
出
額
の
内
訳
は
、
農
産

物
（
加
工
食
品
を
含
む
）
が

５
８
７
７
億
円
（
前
年
比
３

・
８
％
増
）
と
全
体
の
６４
・

４
％
を
占
め
た
。
林
産
物
は

３
７
１
億
円
（
１
・
４
％

減
）
、
水
産
物
は
２
８
７
３

億
円
（
５
・
２
％
減
）
だ
っ

た
。農

産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
７

０
８
億
円
（
７
・
３
％
増
）

と
順
調
に
伸
び
た
。
う
ち
牛

肉
が
２
９
７
億
円
（
２０
・
０

％
増
）
、
牛
乳
・
乳
製
品
が

１
８
４
億
円（
２０
・
５
％
増
）

と
好
調
だ
っ
た
。
ま
た
、
米

も
２３
・
０
％
増
の
４６
億
円
、

リ
ン
ゴ
も
３
・
７
％
増
の
１

４
５
億
円
に
伸
び
た
。

国
・
地
域
別
に
み
る
と
、

香
港
２
０
３
７
億
円
（
３
・

７
％
減
）
、
中
国
１
５
３
７

億
円
（
１４
・
９
％
増
）
、
米

国
１
２
３
８
億
円
（
５
・
２

％
増
）
の
順
に
多
か
っ
た
。

バ
タ
ー
同
量

脱
粉
大
幅
減

２０
年
度
輸
入
枠

農
水
省
は
１
月
３１
日
、
２０

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
を
決
定
。

バ
タ
ー
は
前
年
度
と
同
量
の

２
万
㌧
、
脱
脂
粉
乳
は
１
万

６
千
㌧
減
の
４
千
㌧
と
し

た
。需

要
が
安
定
し
て
い
る
バ

タ
ー
は
、
各
月
末
の
必
要
在

庫
量
の
設
定
（
翌
月
の
消
費

量
の
２
・
５
ヵ
月
分
）
を
継

続
す
る
。
脱
脂
粉
乳
は
、
原

料
に
使
う
「
は
っ
酵
乳
」
の

消
費
減
速
な
ど
で
需
要
が
弱

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
必
要

在
庫
量
を
一
定
量
の
６
万
㌧

か
ら
５
万
㌧
に
見
直
し
た
。

２０
年
度
各
月
末
の
在
庫
量

を
試
算
。
在
庫
量
が
最
も
少

な
い
月
の
必
要
在
庫
量
と
の

差
を
輸
入
枠
に
設
定
し
た
。

同
省
は
５
月
と
９
月
に
検
証

を
行
い
、
輸
入
枠
数
量
の
変

更
を
判
断
す
る
。

農
水
省
は
１
月
３０
日
、
都

内
で
１９
年
度
第
１０
回
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜

産
部
会
を
開
催
。新
た
な「
酪

農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代

化
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
」
（
酪
肉
近
）
の
構
成
案

が
提
示
さ
れ
た
。

構
成
案
は
、
①
生
産
基
盤

強
化
策
②
需
要
に
応
じ
た
生

産
・
供
給
の
実
現
、
流
通
の

合
理
化
③
持
続
的
な
発
展
の

た
め
の
対
応
の
３
本
立
て
と

な
っ
て
い
る
。

酪
農
は
、
「
都

府
県
酪
農
の
生
産

基
盤
の
回
復
」

「
北
海
道
酪
農
の

持
続
的
な
成
長
」

「
全
国
の
酪
農
経

営
の
持
続
的
な
経

営
展
開
」
を
目
指

す
。
都
府
県
の
既

存
牛
舎
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
も
活
用
し

た
増
頭
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
外

部
支
援
組
織
の
育

成
、
新
技
術
の
活

用
、
後
継
者
不
在

農
家
の
経
営
資
源
の
新
た
な

担
い
手
へ
の
計
画
的
な
継
承

な
ど
を
推
進
す
る
。

肉
用
牛
は
、
「
和
牛
の
繁

殖
雌
牛
の
増
頭
」
「
和
牛
肉

生
産
量
の
増
大
」
「
輸
出
の

大
幅
な
拡
大
」
を
目
指
す
。

中
小
規
模
の
家
族
経
営
や
公

共
牧
場
・
外
部
支
援
組
織
の

活
用
も
含
め
た
増
頭
、
酪
農

経
営
に
よ
る
和
牛
受
精
卵
の

利
用
、
経
営
資
源
の
計
画
的

な
継
承
な
ど
を
推
進
す
る
。

酪
農
と
と
も
に
、
増
頭
に
よ

る
排
せ
つ
物
の
適
正
管
理
と

し
て
、
耕
種
農
家
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
高
品
質
な
堆
肥
の

広
域
流
通
、
堆
肥
舎
の
長
寿

命
化
を
推
進
す
る
。

需
要
に
応
じ
た
生
産
で

は
、
出
荷
月
齢
の
早
期
化
、

繁
殖
雌
牛
の
再
肥
育
、
交
雑

種
雌
牛
の
１
産
取
り
肥
育
等

に
よ
り
、
「
適
度
な
脂
肪
交

雑
」
な
ど
の
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し

た
多
様
な
牛
肉
生

産
、
消
費
者
の
選
択

に
資
す
る
食
味
の
指

標
化
な
ど
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
輸
出
の

拡
大
へ
、
欧
米
等
向

け
の
た
め
の
高
度
な

衛
生
水
準
を
満
た
す

食
肉
処
理
施
設
の
整

備
、
施
設
認
定
の
迅

速
化
を
図
る
。

酪
肉
近
は
、
今
後

１０
年
間
の
酪
農
・
肉

用
牛
政
策
の
指
針
と

な
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に

見
直
し
て
い
る
。
同
審
議
会

企
画
部
会
が
食
料
自
給
率
目

標
な
ど
農
政
全
体
の
指
針
で

あ
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」（
基
本
計
画
）
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
酪
肉

近
の
答
申
は
、
基
本
計
画
と

整
合
性
を
取
り
な
が
ら
、
３

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

農業総産出額等の推移
２０１８
９０，５５８
△２．４
１７，４１６
０．３

２３，２１２
△５．３
８，４０６
△０．５
７，４７４
１．０

７，６１９
４．２

６，０６２
△６．７
３４，８７３
△７．３

上段 :実額、下段 :対前年増減率、△はマイナス。
（農水省の資料を基に作成）

２０１７
９２，７４２
０．８

１７，３５７
４．９

２４，５０８
△４．１
８，４５０
１．４

７，４０２
０．１

７，３１２
△１．１
６，４９４
６．１

３７，６１６
０．２

２０１６
９２，０２５
４．６

１６，５４９
１０．４

２５，５６７
６．９

８，３３３
６．３

７，３９１
１．１

７，３９１
７．３

６，１２２
△１．５
３７，５５８
１４．２

農業総産出額

うち 米

野菜

果実

生乳

肉用牛

豚

生産農業所得

２０２０年度の地域別生乳生産量（見通し） （千トン）

都府県
前年比
９９．４%
１００．４%
９９．７%
９７．７%
９９．９%
９９．５%
９９．８%
９９．７%
９９．６%
９９．５%
９６．２%
９９．９%
９９．８%
９９．０%
９９．７%
９８．６%
９９．４%
９９．１%
９９．３%

２８６
２９４
２７３
２６４
２５５
２５１
２６４
２５８
２７２
２７８
２５７
２９１
８５３
７７０
７９３
８２６

１，６２２
１，６１９
３，２４１

北海道
前年比
１０３．０%
１０３．２%
１０３．０%
１０２．７%
１０３．９%
１０３．０%
１０３．８%
１０３．８%
１０４．１%
１０４．２%
１００．７%
１０４．５%
１０３．１%
１０３．２%
１０３．９%
１０３．２%
１０３．１%
１０３．６%
１０３．３%

３４５
３６３
３５６
３６２
３５４
３４１
３５１
３３９
３５７
３６２
３３１
３７０

１，０６３
１，０５８
１，０４７
１，０６３
２，１２１
２，１１０
４，２３１

全国

前年比
１０１．３%
１０１．９%
１０１．５%
１００．５%
１０２．２%
１０１．５%
１０２．１%
１０２．０%
１０２．１%
１０２．１%
９８．７%
１０２．５%
１０１．６%
１０１．４%
１０２．１%
１０１．１%
１０１．５%
１０１．６%
１０１．５%

６３１
６５６
６２８
６２６
６０９
５９２
６１４
５９７
６２９
６３９
５８８
６６１

１，９１６
１，８２７
１，８４０
１，８８９
３，７４３
３，７２９
７，４７２

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

第１四半期
第２四半期
第３四半期
第４四半期
上期
下期
年度計

生
乳
生
産
２
年
連
続
増
産
へ

Ｊ
ミ
ル
ク
２０

年
度
見
通
し

都
府
県
移
入
量
は
前
年
以
上

乳用後継牛・和牛繁殖雌牛増頭
畜産部会、酪肉近構成案を提示

１８
年
農
業

総
産
出
額

４
年
ぶ
り
に
減
少

野
菜
、豚
肉
の
価
格
低
下
が
影
響

・「食料・農業 知っておきたい話」-８３- （２面）
・開拓の苦難を語り継ぐ 「岩手戦後開拓物語」開
催 （３面）
・１８年 多くの業種で減益に （４面）
・ニホンナシ 除芽で開花制限し省力化 （５面）
・十分な敷料と工夫で臭気抑える （６面）
・第一胃発酵の安定が重要 蹄葉炎予防対策

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

１９
年
農
林
水
産
物
輸
出
、目
標
未
達

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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◇
対
立
す
る
安
全
性

評
価そ

も
そ
も
、
様
々
な
も
の

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
異

な
る
見
解
が
対
立
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
懸

念
す
る
声
が
大
き
く
な
り
推

奨
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
大

学
の
医
学
部
の
講
義
な
ど
で

は
、
「
が
ん
予
防
で
き
る
夢

の
ワ
ク
チ
ン
な
の
に
世
論
と

マ
ス
コ
ミ
が
潰
し
た
」
と
説

明
さ
れ
る
と
聞
い
た
。

私
に
は
何
が
本
当
か
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
、
巨
額
の
お

金
も
動
い
て
い
る
。
あ
る
病

院
の
医
師
は
、
多
く
の
臨
床

試
験
で
は
、
「
製
薬
会
社
と

誓
約
書
を
書
き
、
副
作
用
が

出
た
り
、
効
果
が
な
か
っ
た

治
験
者
の
デ
ー
タ
を
省
い
て

論
文
を
書
く
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
て

く
れ
た
の
で
驚
い
た
。

米
国
な
ど
で
牛
の
肥
育
に

耳
ピ
ア
ス
で
注
入
さ
れ
る
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、
乳
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
と
の
因
果
関
係

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
成
長
ホ

ル
モ
ン
で
、
国
際
的
に
は
Ｏ

Ｋ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が

乳
ガ
ン
細
胞
を
増
殖
す
る
」

こ
と
は
医
学
界
の
常
識
に
近

い
。◇

安
全
性
が
投
票
で

決
ま
る
？

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）と
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
１
９
６
２
年
に
設

立
し
た
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員

会
で
国
際
的
な
食
の
安
全
基

準
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る

が
、
私
が
以
前
か
ら
取
り
上

げ
て
き
た
Ｍ
社
開
発
の
牛
成

長
ホ
ル
モ
ン
（
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
＝

ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｂ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｔ

ｂ
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ

ｓ
ｏ
ｍ

ａ
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｎ
）（
注

１
）
と
成
長
促
進
剤
ラ
ク
ト

パ
ミ
ン
の
安
全
性
審
査
は

「
投
票
」に
持
ち
込
ま
れ
た
。

ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
は
米
国
で
９４
年

の
使
用
開
始
後
、
乳
が
ん
７

倍
、
前
立
腺
が
ん
４
倍
の
発

症
率
、
と
い
っ
た
学
会
誌
論

文
が
出
て
き
て
反
対
運
動
が

再
燃
し
た
。
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン

は
人
間
に
直
接
中
毒
症
状
も

起
こ
す
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
み

な
ら
ず
、
中
国
や
ロ
シ
ア
も

国
内
使
用
と
そ
れ
が
使
用
さ

れ
た
家
畜
の
肉
の
輸
入
を
禁

止
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
国
際
的
に
「
安

全
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
安
全
性
は
、
使
用
国
や
製

薬
会
社
の
ロ
ビ
ー
活
動
の
結

果
と
し
て
の「
投
票
」で「
安

全
」と
な
っ
た
の
で
あ
る
。こ

れ
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
金
科
玉
条
に
で

き
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
発
が
ん
性

を
実
験
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ

ー
ン
大
学
の
論
文
に
対
し
て

は
実
験
に
意
図
的
な
操
作
が

あ
っ
た
と
し
て
大
き
な
批
判

も
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、

反
論
と
し
て
安
全
性
を
示
し

た
と
い
う
論
文
は
Ｍ
社
の
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
Ｍ
社
と
つ

な
が
っ
て
い
る
研
究
者
が
実

験
し
た
も
の
が
多
い
。

こ
う
し
た
実
態
が
意
味
す

る
こ
と
は
、
「
安
全
」
の
根

拠
も
脆
弱
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
懸
念
す
る
消
費
者
が

多
い
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
表

示
に
よ
り
使
用
の
有
無
が
わ

か
る
よ
う
に
し
て
、
消
費
者

の
選
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
は
必
須
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

◇
消
さ
れ
て
い
く

表
示し

か
し
、
我
が
国
で
は
、

米
国
か
ら
の
強
い
要
請
に
応

え
て
、
２
０
２
３
年
４
月
か

ら
「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な

い
（
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ
）
」
の

任
意
表
示
が
実
質
的
に
で
き

な
く
な
り
、１９
年
１０
月
に
は
、

世
界
的
に
予
期
せ
ぬ
損
傷
な

ど
が
起
き
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
を
表

示
も
な
し
に
完
全
に
野
放
し

に
し
て
し
ま
っ
た
。

本
当
は
使
用
禁
止
の
収
穫

後
農
薬
の
Ｏ
Ｐ
Ｐ
（
オ
ル
ト

フ
ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）
な

ど
を
米
国
か
ら
の
輸
入
食
品

に
は
「
食
品
添
加
物
」
と
し

て
認
め
て
き
た
が
、
そ
の
表

示
も
風
前
の
灯
火
で
あ
る
。

食
パ
ン
な
ど
で
検
出
さ
れ
て

い
る
除
草
剤
成
分
の
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
（
発
が
ん
性
な
ど
が

国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
）
の
残
留
基
準
値
は
米
国

で
の
使
用
量
が
増
え
た
の
に

合
わ
せ
て
１７
年
に
緩
め
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
身
を
守
る
処
方
箋

我
々
は
ど
う
や
っ
て
身
を

守
れ
ば
よ
い
か
。
米
国
民
の

ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
阻
止
運
動
が
参
考

に
な
る
。

Ｍ
社
と
認
可
官
庁
が
組
ん

で
、
ｎ
ｏ
ｎ
―
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
牛

乳
・
乳
製
品
表
示
が
無
効
化

さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
表
示

が
な
く
て
も
、
店
と
し
て
、

企
業
と
し
て
、
「
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ

は
使
用
し
て
い
な
い
」
こ
と

を
表
明
さ
せ
た
。
ウ
ォ
ル
マ

ー
ト
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や

ダ
ノ
ン
（
注
２
）
や
多
く
の

企
業
が
呼
応
し
た
。
個
別
商

品
へ
の
表
示
を
無
効
化
さ
れ

て
も
、
自
分
た
ち
の
流
通
ル

ー
ト
で
は
排
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。

自
身
の
身
の
危
険
も
あ
る

中
で
、
発
が
ん
性
の
論
文
を

書
い
た
、
勇
気
あ
る
研
究
者

が
い
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き

い
。
そ
も
そ
も
、
自
然
科
学

者
が
金
の
た
め
に
人
の
命
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
消
費
者
も
、
国
産

の
安
全
・
安
心
な
生
産
を
し

て
く
れ
て
い
る
人
々
と
、
勇

気
と
誠
意
あ
る
研
究
者
と
と

も
に
、
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
、
そ
う
し
た
流

通
ル
ー
ト
を
確
立
で
き
れ

ば
、
自
分
た
ち
の
命
と
健
康

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。そ

も
そ
も
、
日
本
で
は
、

ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
も
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

も
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
も
認
可
さ

れ
て
い
な
い
。
日
本
の
畜
産

農
家
も
酪
農
家
も
、
自
分
た

ち
は
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
も
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
も
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
も
使

用
せ
ず
、
安
全
・
安
心
な
ホ

ン
モ
ノ
を
提
供
し
続
け
て
国

民
の
命
を
守
っ
て
い
る
こ
と

を
、
も
っ
と
明
確
に
伝
え
よ

う
で
は
な
い
か
。

（
注
１
）
Ｂ
Ｓ
Ｔ
は
牛
に

自
然
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ

を
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
に

よ
り
大
腸
菌
で
培
養
し
て
大

量
生
産
し
、
乳
牛
に
注
射
す

る
と
１
頭
当
た
り
の
牛
乳
生

産
量
が
２０
％
程
度
増
加
す
る

（
一
種
の
ド
ー
ピ
ン
グ
）
た

め
、
牛
乳
生
産
の
夢
の
効
率

化
技
術
と
し
て
登
場
し
た
。

た
だ
し
、
乳
牛
は
「
全
力
疾

走
」
さ
せ
ら
れ
て
、
搾
れ
る

だ
け
搾
ら
れ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
り
、数
年
で
と
殺
さ
れ
る
。

（
注
２
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

世
界
的
大
手
の
ダ
ノ
ン
は
、

ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、
全

面
的
な
脱
Ｇ
Ｍ
（
遺
伝
子
組

み
換
え
）
宣
言
を
米
国
で
出

し
た
。
ダ
ノ
ン
は
２
０
１
６

年
４
月
、
主
力
の
３
ブ
ラ
ン

ド
を
対
象
に
、
１８
年
ま
で
に

Ｇ
Ｍ
作
物
の
使
用
を
や
め
る

と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

砂
糖
の
原
料
の
テ
ン
サ
イ

や
、
乳
牛
の
エ
サ
と
な
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
に
Ｇ
Ｍ
作

物
を
使
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

以
外
の
作
物
に
切
り
替
え

た
。

岡
山
県
北
中
部
の
真
庭
市

は
０５
年
、
５
町
４
村
が
合
併

し
て
誕
生
。
最
北
部
で
鳥
取

県
と
境
を
接
す
る
蒜
山
（
ひ

る
ぜ
ん
）
地
区
（
旧
・
八
束

村
、
川
上
村
）
の
蒜
山
高
原

は
標
高
５
０
０
〜
６
０
０

㍍
、
夏
は
避
暑
地
と
し
て
観

光
客
で
賑
わ
う
。
風
光
明
媚

で
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
キ
ー

場
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
る

が
、
戦
前
は
陸
軍
の
演
習
場

だ
っ
た
。
戦
後
、
緊
急
開
拓

事
業
で
切
り
開
か
れ
た
。

４６
（
昭
和
２１
）
年
１２
月
か

ら
入
植
が
始
ま
り
、
翌
年
５

月
に
総
勢
１
７
５
名
を
も
っ

て
蒜
山
原
開
拓
団
が
結
成
さ

れ
た
。
４８
年
、
蒜
山
原
開
拓

農
協
を
設
立
（
後
に
蒜
山
開

拓
農
協
）
し
た
。

雨
量
が
多
い
地
域
で
、
屋

外
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。

冬
は
積
雪
が
多
く
、
厳
し
い

気
象
条
件
だ
っ
た
。
土
壌
は

火
山
灰
を
含
む
「
黒
ボ
コ
」

に
覆
わ
れ
、
強
酸
性
。
入
植

者
の
前
歴
は
様
々
で
、
ほ
と

ん
ど
が
農
業
の
未
経
験
者
で

あ
り
、
鍬
一
丁
の
開

墾
作
業
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。

農
業
収
入
が
満
足

に
得
ら
れ
ぬ
歳
月
が

流
れ
た
が
、
５２
年
、

試
作
販
売
し
た
美
濃

早
生
ダ
イ
コ
ン
が
好

評
を
博
し
、
生
産
を

拡
大
。
５９
年
、
開
拓

農
協
に
よ
る
共
販
体

制
が
確
立
し
た
。
ま

た
、
５７
年
に
は
ジ
ャ

ー
ジ
ー
牛
に
よ
る
酪
農
経
営

が
始
ま
っ
た
。
次
第
に
頭
数

を
増
や
し
、
国
内
有
数
の
ジ

ャ
ー
ジ
ー
牛
の
産
地
と
な
っ

た
。現

在
、
ダ
イ
コ
ン
と
ジ
ャ

ー
ジ
ー
牛
製
品
（
牛
乳
・
乳

製
品
）
が
蒜
山
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
る
。

「
道
の
駅

蒜
山
高
原
」

近
く
の
八
束
自
然
牧
場
公
園

内
に
、
蒜
山
拓
友
会
が
管
理

し
て
い
る
２
基
の
石
碑
が
あ

る
。
開
拓
４０
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
蒜
山
開
拓
農
協

が
２
基
と
も
８５
年
に
建
立
し

た
も
の
で
、
翌
年
、
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
碑
銘
は
記
念

碑
が「
蒜
山
開
拓
記
念
碑
」、

拓
魂
碑
が
「
拓
魂
」
。
記
念

碑
の
裏
面
に
は
、
開
拓
の
沿

革
と
開
拓
者
氏
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
碑
文
の
末
尾
に
は

「
記
念
碑
と
拓
魂
碑
を
建
立

し
亡
き
友
の
霊
を
祀
る
と
共

に
苦
難
に
徹
し
て
立
上
っ
た

我
等
の
開
拓
精
神
を
後
世
に

伝
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

全
開
連
は
２
月
３
日
、
東

京
・
三
会
堂
ビ
ル
で
総
務
責

任
者
会
議
を
開
い
た
。
会
員

・
准
会
員
の
総
務
責
任
者
を

参
集
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
役
職
員
ら
２５
名
が

参
加
し
た
。

講
師
は
昨
年
に
続
き
、
た

め
池
税
理
士
合
同
事
務
所

（
港
区
赤
坂
）
の
林
正
己
税

理
士
。
「
身
近
な
税
金
や
社

会
保
険
料
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。

ま
ず
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
伴
う
国
の
財

政
・
税
制
の
状
況
に
触

れ
た
上
で
、
健
康
保
険

や
介
護
保
険
な
ど
社
会

保
険
に
つ
い
て
説
明
。

続
い
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
、
所
得
税

の
し
く
み
、
高
齢
者
の

資
産
を
守
る
「
家
族
信

託
」
、
相
続
登
記
を
促

進
す
る
た
め
の
「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」
な
ど
幅
広

く
解
説
し
た
。

参
加
者
は
、
具
体
的
な
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
の
講
演
と

あ
っ
て
、
活
発
に
質
問
し
て

い
た
。

ス
ペ
イ
ン
産
牛
肉
等

の
輸
入
手
続
き
再
開

厚
労
省
は
１
月
１５
日
、
ス

ペ
イ
ン
産
の
牛
の
肉
及
び
内

臓
の
輸
入
手
続
き
を
同
日
付

で
再
開
す
る
と
発
表
し
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）

発
生
国
で
あ
る
同
国
産
の
牛

肉
等
は
、
０１
年
２
月
か
ら
輸

入
手
続
き
を
停
止
し
て
い

た
。
同
省
は
昨
年
３
月
、
食

品
安
全
委
員
会
に
輸
入
再
開

の
た
め
の
条
件
を
諮
問
し
、

６
月
に
同
委
員
会
よ
り
食
品

健
康
影
響
評
価
結
果
が
通
知

さ
れ
た
。

同
省
は
評
価
結
果
を
踏
ま

え
、
同
国
政
府
と
対
日
輸
出

条
件
に
係
わ
る
協
議
を
行
う

と
と
も
に
現
地
調
査
を
実
施

し
、
一
定
条
件
下
で
輸
入
を

再
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
条

件
と
し
て
、①
月
齢
制
限
は
、

３０
ヵ
月
齢
以
下
②
輸
入
が
認

め
ら
れ
な
い
部
位
の
範
囲

は
、
月
齢
制
限
を
前
提
に
扁

桃
及
び
回
腸
遠
位
部
と
す

る
。
条
件
は
、
こ
れ
ま
で
に

輸
入
を
再
開
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発

生
国
と
同
じ
。

ま
た
、
同
国
産
め
ん
羊
・

山
羊
の
肉
及
び
内
臓
も
１２
ヵ

月
齢
超
の
頭
部
及
び
脊
髄
を

除
き
、
輸
入
手
続
き
を
再
開

す
る
。

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
８３
回

石碑２基を同年に建立

家
畜
の
成
長
促
進
剤
の
安
全
性
は
投
票
で
決
ま
る
？

岡山県真庭市・蒜山開拓

東
京
大
学
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

税
・
社
会
保
険
を
学
ぶ

全
開
連
総
務
責
任
者
会
議
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岩
手
県
開
拓
振
興
協
会

（
野
原
修
一
理
事
長
）
は
１

月
２９
日
、
盛
岡
市
繋
の
「
ホ

テ
ル
大
観
」
で
公
益
事
業
の

「
第
８
回
岩
手
戦
後
開
拓
物

語
」
を
開
催
し
た
。
開
拓
者

・
関
係
者
か
ら
開
拓
の
歴
史

を
語
り
継
ご
う
と
い
う
も
の

で
、
県
内
の
開
拓
者
・
関
係

者
の
ほ
か
、
新
聞
広
告
で
開

催
を
知
っ
た
一
般
人
ら
総
勢

６４
名
が
参
集
し
た
。

冒
頭
、
野
原
理
事
長
が
挨

拶
。
今
回
の
語
り
部
２
人
の

開
拓
物
語
に
期
待
を
寄
せ
、

「
皆
様
方
と
今
日
は
、
日
本

の
農
業
の
こ
と
を
考
え
る
勉

強
会
と
し
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
「
語
り
部
の
会
」

に
移
っ
た
。
語
り
部
は
、
岩

手
郡
岩
手
町
豊
岡
開
拓
の
開

せ
い

ど
う

拓
二
世
・
清
藤
隆
夫
さ
ん

（
８５
）
と
盛
岡
市
在
住
で
元

・
県
庁
農
政
部
開
拓
課
職
員

の
小
田
四
郎
さ
ん
（
９３
）
。

そ
れ
ぞ
れ
苦
難
を
乗
り
越
え

た
開
拓
体
験
を
語
っ
た
。

◇

清
藤
隆
夫
さ
ん

１
９
３
４（
昭
和
９
）年
、

樺
太
名
好
郡
恵
須
取
町
生
ま

れ
。日

露
戦
争
の
終
結
後
、
１

９
０
５
年
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

約
締
結
に
よ
り
、
樺
太
（
現

・
ロ
シ
ア
サ
ハ
リ
ン
州
）
の

北
緯
５０
度
線
以
南
は
日
本
領

と
な
り
ま
し
た
。
石
炭
や
木

材
、
海
産
物
が
豊
富
で
、
父

は
、
勤
め
て
い
た
北
海
道
の

製
紙
会
社
が
樺
太
に
工
場
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
移

住
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
４１
年
に
太
平
洋

戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
樺
太

も
戦
時
下
の
体
制
に
置
か
れ

ま
し
た
。
４５
年
８
月
、
日
本

の
敗
戦
が
決
定
的
に
な
る

中
、
ソ
連
は
８
日
、
日
ソ
不

可
侵
条
約
を
破
棄
し
、
北
緯

５０
度
線
を
突
破
し
て
進
撃
を

開
始
し
た
の
で
す
。
ソ
連
軍

の
侵
攻
は
す
さ
ま
じ
く
、
我

が
陸
軍
は
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
私
た
ち
民
間
人
は
逃

げ
る
ほ
か
で
き
ま
せ
ん
。
昼

は
戦
闘
機
に
撃
た
れ
る
の

で
、
夜
の
食
べ
物
も
無
く
疲

れ
き
っ
て
の
逃
避
行
で
し

た
。
終
戦
の
１５
日
後
も
攻
撃

が
続
き
、
２０
日
に
は
、
西
海

岸
の
真
岡
町
へ
の
軍
艦
の
艦

砲
射
撃
で
多
く
の
人
が
亡
く

な
り
、
集
団
自
決
の
悲
劇
も

あ
り
ま
し
た
。

日
本
へ
の
引
き
揚
げ
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
は
４７
年
、

小
さ
な
貨
物
船
に
乗
り
、
故

障
に
よ
り
船
底
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
こ
と
４
日
半
、
よ
う

や
く
函
館
に
着
き

ま
し
た
。

同
年
、
盛
岡
市

が
ん
じ
ゅ

青
山
町
の
「
厳
鷲

り
ょ
う寮

」
（
無
縁
故
引

揚
者
収
容
施
設
）

に
入
り
ま
し
た
。

県
の
開
拓
課
か
ら

勧
め
ら
れ
た
開
拓

地
の
う
ち
、
団
長

以
下
役
員
は
、
五

日
町
（
現
・
岩
手

町
豊
岡
）
を
選
び

ま
し
た
。
６４
戸
に

よ
る
豊
岡
開
拓
農
協
が
発
足

し
ま
し
た
。
「
豊
岡
」
と
命

名
し
た
の
は
、
樺
太
の
豊
原

と
真
岡
か
ら
の
引
揚
者
が
多

か
っ
た
か
ら
で
す
。
４８
年
、

先
遣
隊
が
入
植
し
、
共
同
生

活
で
開
拓
が
始
ま
り
ま
し

た
。
春
は
山
菜
、
秋
に
は
栗
、

ク
ル
ミ
な
ど
を
食
べ
ま
し

た
。
木
を
伐
採
し
て
、
島
田

鍬
で
冬
も
除
雪
を
し
な
が
ら

の
開
墾
で
し
た
。

開
拓
地
で
は
酪
農
を
目
指

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
４９
年
か
ら
、
片
道
４
㎞
の

中
学
校
に
歩
い
て
通
い
ま
し

た
が
、
満
足
な
靴
も
な
く
遠

す
ぎ
ま
し
た
。
ま
し
て
、
牛

乳
缶
を
背
負
っ
て
の
通
学
も

あ
り
ま
し
た
。
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
は
な
お
大
変
で
、

何
し
ろ
開
拓
の
半
ば
な
の

で
、
春
は
２
ヵ
月
、
秋
も
２

ヵ
月
学
校
を
休
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
墾
が
進
み
、
５２
年
、
共

同
経
営
か
ら
個
人
経
営
に
移

り
、
大
豆
や
ナ
タ
ネ
、
バ
レ

イ
シ
ョ
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。
集
乳
車
も
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
収
入
に
も
限
界

が
見
え
始
め
、
次
第
に
若
者

は
都
会
を
目
指
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
地
区
の
高
齢
化

が
進
み
ま
し
た
が
、
残
っ
た

人
た
ち
で
、
せ
っ
か
く
打
ち

開
い
た
第
２
の
故
郷
、
豊
岡

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小
田
四
郎
さ
ん

１
９
２
６（
大
正
１５
）
年
、

盛
岡
市
生
ま
れ
。

岩
手
県
の
緊
急
開
拓
事
業

は
、
全
国
に
先
が
け
て
県
農

政
部
に
「
開
拓
課
」
を
設
置

し
、
選
定
し
た
８
万
㌶
の
開

拓
適
地
に
、
１
万
戸
の
入
植

者
と
３
万
７
千
戸
の
増
反
者

が
実
績
で
す
。

４８
年
に
官
立
盛
岡
農
林
専

門
学
校
を
卒
業
し
た
私
は
県

職
員
に
採
用
さ
れ
、
開
拓
課

勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

５０
年
、
雫
石
町
の
盆
花
平
地

区
が
東
北
農
政
局
の
地
区
開

拓
計
画
第
１
号
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
担
当
者
と
な
り
ま

し
た
。
土
地
分
類
の
た
め
の

測
尺
は
、
２０
㍍
の
間
縄
を
山

の
中
で
引
っ
張
り
回
し
、
夜

間
は
電
灯
も
な
い
間
借
り
室

で
、
カ
ン
テ
ラ
や
ロ
ウ
ソ
ク

の
火
を
頼
り
に
、
算
盤
で
測

定
作
業
の
数
値
を
算
出
す
る

毎
日
で
し
た
。
次
に
、
普
代

村
の
普
代
第
３
地
区
の
開
拓

計
画
を
担
当
し
ま
し
た
。

５２
年
、
林
業
課
に
転
勤
と

な
り
ま
し
た
が
、
満
州
か
ら

の
引
揚
団
が
開
拓
適
地
を
探

し
て
い
る
時
、
担
当
し
ま
し

た
。
八
幡
平
市
松
尾
（
旧
・

松
尾
村
）
の
前
森
山
地
区
に

入
植
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
開
拓
者
の
寺
田
旭
さ

ん
（
後
に
、
岩
手
県
畜
産
農

協
組
合
長
）
の
強
い
意
志
に

心
が
引
か
れ
る
と
と
も
に
、

開
拓
の
苦
難
の
姿
に
接
し
ま

し
た
。

寒
冷
地
で
積
雪
が
多
い
地

域
に
宿
る
場
所
も
な
く
、
営

林
署
の
掘
っ
立
て
小
屋
を
事

務
所
と
し
、
集
団
宿
舎
や
食

事
場
所
の
建
設
な
ど
、
苦
難

の
姿
が
今
で
も
頭
に
残
っ
て

い
ま
す
。
今
日
で
は
、
盆
花

平
、
前
森
山
地
区
と
も
に
道

路
が
整
備
さ
れ
、
ス
キ
ー
場

や
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

６８
年
に
県
を
退
職
し
、
民

間
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

７９
年
か
ら
、
（
社
）
中
小
企

業
国
際
セ
ン
タ
ー
の
委
託

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
開
拓

地
に
関
わ
り
ま
し
た
。
同
国

政
府
は
、
人
口
過
密
だ
っ
た

ジ
ャ
ワ
島
か
ら
ス
マ
ト
ラ
島

や
ボ
ル
ネ
オ
島
に
開
拓
住
民

と
し
て
就
農
さ
せ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
訪
国
は
十
数
回

に
及
び
、
土
地
分
類
計
画
の

基
本
の
作
成
な
ど
に
携
わ
り

ま
し
た
。

さ
て
、
以
前
か
ら
森
林
の

減
少
や
破
壊
に
よ
る
影
響
を

考
え
て
い
ま
す
。
酸
素
の
供

給
が
減
少
し
、
樹
木
が
吸
収

す
る
炭
酸
ガ
ス
が
堆
積
し
ま

す
。
地
表
や
海
面
の
温
度
が

上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

膨
大
に
消
費
さ
れ
る
石
油
の

排
煙
、
排
ガ
ス
に
よ
る
酸
性

雨
は
、
森
林
や
農
地
の
破

壊
、
湖
沼
や
河
川
の
生
物
の

死
滅
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の

は
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る

真
の
農
業
政
策
及
び
林
業
政

策
で
あ
り
、
農
林
業
に
従
事

し
て
い
る
皆
さ
ん
こ
そ
、
地

球
を
救
う
と
私
は
信
じ
て
疑

い
ま
せ
ん
。

◇

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
各
地
の
自
然
災

害
に
よ
る
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
捧
げ
、
閉
会
し
た
。

農
水
省
は
１
月
２０
日
、
省

内
で
全
国
畜
産
課
長
会
議
を

開
き
、
１９
年
度
補
正
予
算
及

び
２０
年
度
当
初
予
算
並
び
に

２０
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対

策
の
重
点
事
項
を
説
明
し

た
。「

増
頭
奨
励
金
」
な
ど
の

和
牛
・
乳
用
牛
の
増
頭
・
増

産
対
策
は
、
補
正
予
算
に
２

４
３
億
円
、
当
初
予
算
に
３０

億
円
を
計
上
。
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
に
基
づ
き
、
牛
肉

の
輸
出
拡
大
や
都
府
県
酪
農

の
生
産
基
盤
の
強
化
の
た

め
、
和
牛
繁
殖
雌
牛
や
乳
用

後
継
牛
を
増
頭
し
た
場
合
に

交
付
す
る
。
期
間
内
で
増
頭

し
た
実
績
分
が
交
付
対
象
に

な
る
。
１
経
営
体
当
た
り
の

上
限
頭
数
、
成
果
目
標
な
ど

が
設
定
さ
れ
る
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

（
補
正
予
算
４
０
９
億
円
）

は
家
族
経
営
に
配
慮
し
、
規

模
要
件
等
を
緩
和
す
る
。
こ

れ
ま
で
、
「
地
域
に
お
け
る

平
均
飼
養
規
模
」
以
上
を
要

件
に
し
て
い
た
が
、
北
海
道

と
都
府
県
で
そ
れ
ぞ
れ
、

「
畜
産
統
計
に
お
け
る
平
均

飼
養
頭
数
規
模
×
０
・
８
」

（
調
整
中
）以
上
を
新
設
し
、

選
択
性
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
新
規
事
業
及
び

内
容
が
拡
充
さ
れ
た
事
業
は

次
の
と
お
り
（
１９
年
度
補
正

予
算
の
重
点
事
項
は
前
号
に

掲
載
）
。

※
各
事
業
の
予
算
額
の

（

）
内
は
１９
年
度
当
初
予

算
額

◆
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策
２
２
３
４（
２
２
２
４
）

億
円
の
う
ち
、
法
律
に
基
づ

く
制
度
で
あ
る
「
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
」
は
３
７

５（
３
６
８
）億
円
に
増
額
。

２０
年
度
生
産
者
補
給
金
単

価
８
円
３１
銭
／
㎏
（
据
え
置

き
）、集
送
乳
調
整
金
単
価
２

円
５４
銭
／
㎏
（
５
銭
引
き
上

げ
）、総
交
付
対
象
数
量
３
４

５
万
㌧
（
５
万
㌧
増
）
。

◆
酪
農
経
営
支
援
総
合
対

策
事
業
﹇
拡
充
﹈
４５
（
４４
）

億
円・

中
小
酪
農
経
営
等
の
生

産
基
盤
維
持
・
強
化
の
た
め
、

増
頭
に
必
要
な
牛
舎
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
簡
易
な
改
善
を

支
援・

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用

拡
大
の
た
め
、
就
業
前
後
の

研
修
、
外
国
人
材
の
活
用
等

の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援

◆
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策

補
完
事
業
﹇
拡
充
﹈
３６
（
３６
）

億
円・

優
良
な
雌
牛
の
導
入
支

援
（
４
万
円
、
高
能
力
牛
は

５
万
円
）
は
経
過
措
置
を
延

長
・
肉
用
子
牛
の
購
入
先
の

多
様
化
を
図
る
た
め
、
生
産

者
が
遠
隔
地
か
ら
購
入
す
る

こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
の
構
築
を
支
援

◆
堆
肥
舎
等
長
寿
命
化
推

進
事
業
﹇
拡
充
﹈
２
（
２
）

億
円・

家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施

設
（
汚
水
処
理
施
設
、
脱
臭

施
設
を
含
む
）
の
長
寿
命
化

の
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
補
修
の
実
証
を
行
う
取

り
組
み
を
支
援

・
同
施
設
の
経
年
劣
化
に

対
応
す
る
た
め
、
簡
易
な
堆

肥
化
処
理
施
設
を
実
証
的
に

整
備
す
る
取
り
組
み
を
支
援

◆
和
牛
遺
伝
資
源
流
出
防

止
対
策
緊
急
支
援
事
業
﹇
新

規
﹈
２１
億
円

精
液
や
受
精
卵
の
流
通
管

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
精
液

等
の
容
器
（
ス
ト
ロ
ー
）
へ

の
関
連
情
報
の
表
示
の
取
り

組
み
を
支
援
。

◆
畜
産
生
産
力
・
生
産
体

制
強
化
対
策
事
業
﹇
拡
充
﹈

９
（
１５
）
億
円

・
新
技
術
に
よ
る
家
畜
能

力
等
の
向
上
強
化
を
推
進

・
肉
用
牛
の
繁
殖
肥
育
一

貫
経
営
化
に
向
け
、
交
雑
種

雌
牛
を
借
り
腹
と
し
て
和
牛

の
受
精
卵
移
植
を
行
う
取
り

組
み
を
支
援

・
国
産
飼
料
の
一
層
の
増

産
の
取
り
組
み
を
支
援

◆
食
肉
流
通
再
編
・
輸
出

促
進
事
業
（
食
肉
処
理
施
設

再
編
促
進
・
機
能
高
度
化
支

援
事
業
か
ら
変
更
）
当
初
予

算
３０
億
円
・
補
正
予
算
５０
億

円
国
産
食
肉
の
生
産
・
流
通

体
制
の
強
化
や
輸
出
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
家
畜
市
場
及

び
食
肉
処
理
施
設
の
再
編
整

備
を
支
援
。

２
月
後
半
か
ら
３
月
に
か

け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
開

拓
組
織
及
び
関
係
機
関
の
主

な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

２
月

１９
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

農
水
省
と
の
「
２０
年
度

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」

（
東
京
）

２５
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

第
２
回
開
拓
畜
産
・
酪

農
生
産
基
盤
強
化
事
業

審
査
委
員
会

３
月

６
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

畜
産
共
進
会
（
熊
本
）

１０
〜
１１
日

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

国
産
農
畜
産
物
商
談
会

（
東
京
）

１１
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

役
員
候
補
者
推
薦
委
員

会
・
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１２
日

全
開
連
監
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

・
全
日
本
開
拓
者
連
盟

事
業
概
況
説
明
会
（
東

京
）

全
開
連
人
事

（
２
月
１
日
付
）

▽
食
肉
営
業
部
長
（
西
日

本
支
所
長
）
磯
部
好
正
▽
西

日
本
支
所
考
査
役
（
食
肉
営

業
部
長
）
小
宇
都
良
則
▽
西

日
本
支
所
長
（
西
日
本
支
所

次
長
）
坂
上
昌
弘

２０
年
度
畜
産
・
酪
農
関
係
事
業
の
重
点
事
項

開
拓
の
苦
難
を
語
り
継
ぐ

開
拓
の
苦
難
を
語
り
継
ぐ

「
岩
手
戦
後
開
拓
物
語
」開
催
県
開
拓

振
興
協
会
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

こ
の
ほ
ど
、
「
１８
年
農
業
経

営
動
向
分
析
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
全
国
の
融
資
先
の

う
ち
５
６
８
６
先
（
個
人
４

０
３
９
先
、
法
人
１
６
４
７

先
）
を
分
析
し
た
も
の
。
費

用
の
増
加
で
多
く
の
業
種
で

減
益
と
な
っ
た
。

類
別
で
み
る
と
、
耕
種
全

体
は
個
人
経
営
の
売
上
高
が

全
国
で
４０
万
円
（
前
年
比
１

・
２
％
）
増
加
、
所
得
は
９０

万
円（
１０
・
８
％
）減
少
し
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
北
海

道
畑
作
は
売
上
高
が
４
９
０

万
円
（
８
・
２
％
）
減
、
所

得
が
５
５
０
万
円
（
２７
・
４

％
）減
と
、
大
き
く
減
っ
た
。

６
〜
８
月
の
長
雨
に
よ
る
収

穫
量
の
減
少
な
ど
で
、
減
収

と
な
っ
た
。
対
し
て
、
費
用

は
前
年
と
同
水
準
だ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
大
幅
な
減
益
と

な
っ
た
。

果
樹
は
、
売
上
高
が
５０
万

円
（
２
・
８
％
）
、
所
得
が

３０
万
円
（
６
・
０
％
）
、
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
台
風
や

豪
雨
災
害
の
影
響
で
収
穫
量

は
減
っ
た
が
、
販
売
単
価
が

高
値
で
推
移
し
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

北
海
道
の
露
地
野
菜
は
売

上
高
が
２
２
０
万
円
（
４
・

７
％
）、
所
得
が
５０
万
円（
３

・
６
％
）
減
少
し
た
。
都
府

県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０

万
円（
４
・
５
％
）増
加
し
、

３０
万
円
（
３
・
５
％
）
減
少

し
た
。
北
海
道
で
は
天
候
不

順
の
影
響
に
よ
る
不
作
で
、

減
収
減
益
と
な
り
、
都
府
県

は
台
風
の
影
響
な
ど
を
受
け

た
前
年
か
ら
所
得
は
回
復
し

た
が
、
燃
料
動
力
費
な
ど
の

増
加
で
減
益
と
な
っ
た
。

施
設
野
菜
は
、
売
上
高
が

１
４
０
万
円
（
４
・
３
％
）

増
え
、
所
得
は
５０
万
円
（
７

・
８
％
）減
少
し
た
。
う
ち
、

ト
マ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
５０
万
円

（
１
・
５
％
）
増
加
、
１
４

０
万
円
（
１９
・
７
％
）
減
少

し
た
。
施
設
全
体
で
規
模
拡

大
に
よ
り
増
収
と
な
っ
た

が
、
労
務
費
な
ど
が
増
え
、

減
益
と
な
っ
た
。

茶
は
、
売
上
高
が
１
７
０

万
円
（
５
・
５
％
）
、
所
得

が
１
９
０
万
円（
２４
・
４
％
）

減
少
し
た
。
リ
ー
フ
茶
需
要

の
減
退
か
ら
単
価
が
下
落

し
、
減
収
減
益
と
な
っ
た
。

畜
産
全
体
で
は
売
上
高
が

１
９
０
万
円
（
１
・
７
％
）

増
加
し
、
所
得
が
２
６
０
万

円（
２０
・
４
％
）減
少
し
た
。

全
国
の
酪
農
は
売
上
高
が

１
９
０
万
円
（
２
・
３
％
）

増
加
し
、
所
得
は
１
３
０
万

円（
１０
・
３
％
）減
少
し
た
。

北
海
道
で
は
そ
れ
ぞ
れ
４
５

０
万
円
（
４
・
８
％
）、８０
万

円
（
４
・
４
％
）
増
。
都
府

県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
１
６
０

万
円（
２
・
０
％
）増
加
し
、

１
５
０
万
円
（
１３
・
０
％
）

減
少
し
た
。
総
合
乳
価
の
上

昇
に
よ
り
全
体
で
増
収
し
た

が
、
都
府
県
は
飼
料
費
な
ど

の
増
加
で
減
益
だ
っ
た
。

肉
用
牛
肥
育
は
、
売
上
高

が
５
６
０
万
円（
３
・
６
％
）

増
加
し
、
所
得
が
３
２
０
万

円（
３０
・
９
％
）減
少
し
た
。

販
売
価
格
が
高
値
で
推
移
し

た
こ
と
か
ら
増
収
し
た
が
、

出
荷
牛
の
素
牛
価
格
が
高
か

っ
た
た
め
減
益
と
な
っ
た
。

養
豚
は
売
上
高
が
７
６
０

万
円
（
５
・
７
％
）
、
７
７

０
万
円
（
３７
・
４
％
）
減
少

し
た
。
豚
肉
価
格
が
前
年
を

下
回
っ
て
推
移
し
た
た
め
、

減
収
減
益
と
な
っ
た
。

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
状

況
等
に
係
る
調
査
結
果
」
を

公
表
し
た
。調
査
対
象
は
、お

お
む
ね
１
年
以
上
活
動
し
、

特
別
交
付
税
の
対
象
に
な
っ

た
隊
員
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
前
回（
１７
年
３
月
末
）

か
ら
人
数
・
定
着
率
と
も
に

大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
就

農
な
ど
で
同
じ
地
域
に
定
住

す
る
人
も
倍
増
し
た
。

８
７
３
団
体
の
１９
年
３
月

末
で
任
期
（
お
お
む
ね
１
年

以
上
３
年
以
下
）
を
終
え
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

累
計
４
８
４
８
人
と
な
っ

た
。
前
回
か
ら
２
６
１
８
人

（
１
１
７
・
４
％
）
増
加
し

て
お
り
、
市
町
村
で
は
２
５

８
１
人（
１
２
１
・
３
％
）、

都
道
府
県
は
３７
人
（
３６
・
３

％
）
増
え
て
い
る
。

隊
員
を
性
年
代
別
に
み
る

と
、男
性
は
３
０
３
７
人
で
、

１
６
４
２
人
（
１
１
７
・
７

％
）
、
女
性
は
１
８
１
１
人

で
９
７
６
人
（
１
１
６
・
９

％
）
そ
れ
ぞ
れ
前
回
か
ら
増

え
た
。
年
代
別
で
は
、
３０
代

が
１
９
５
８
人
（
全
体
の
４０

・
４
％
）
と
最
も
多
く
を
占

め
、
次
い
で
２０
代
が
１
５
３

８
人
（
３１
・
７
％
）
、
４０
代

が
９
５
２
人
（
１９
・
６
％
）

の
順
で
多
か
っ
た
。
２０
代
と

３０
代
で
全
体
の
７２
・
１
％
を

占
め
て
い
る
。男
女
別
で
は
、

男
性
は
６８
・
３
％
、
女
性
は

７８
・
５
％
を
占
め
て
お
り
、

女
性
で
２０
代
・
３０
代
の
占
め

る
割
合
が
１０
・
２
㌽
高
い
。

任
期
終
了
後
の
定
着
で

は
、
「
同
じ
地
域
に
定
住
」

が
３
０
４
５
人
で
、
全
体
の

６２
・
８
％
を
占
め
、
前
年
か

ら
１
６
４
９
人
（
１
１
８
・

１
％
）
増
加
し
た
。
男
女
別

に
み
る
と
、
男
性
が
１
８
８

８
人
で
６２
・
０
％
で
、
前

回
同
様
６
割
以
上
と
な
っ

て
い
る
。

同
一
町
村
の
定
住
者

（
２
４
６
４
人
）
の
進
路

は
、
「
就
業
」
１
０
６
０

人（
全
体
の
４３
・
０
％
）、

「
起
業
」
８
８
８
人
（
３６

・
０
％
）、「
就
農
・
就
林
」

３
１
７
人
（
１２
・
９
％
）

の
順
で
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

５
５
０
人
（
１
０
７
・
８

％
）
、
５
７
４
人
（
１
８

２
・
８
％
）
、
１
６
５
人

（
１
０
８
・
６
％
）
増
加

し
た
。

厚
労
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
１８

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査

は
全
国
の
３
２
６
８
世
帯
、

１
〜
７０
歳
以
上
の
男
女
６
２

３
４
人
で
実
施
。
２０
代
で
肉

の
摂
取
量
が
大
き
く
増
加

し
、
野
菜
・
果
物
は
多
く
の

年
代
層
で
減
少
し
た
。

２０
歳
以
上
の
「
野
菜
摂
取

量
の
平
均
値
」
は
、
全
体
で

１
日
当
た
り
２
８
１
・
４
㌘

（
２
・
４
％
減
）
。
男
女
別
で

は
、
男
性
が
２
９
０
・
９
㌘

（
１
・
５
％
減
）、
女
性
が
２

７
３
・
３
㌘（
３
・
１
％
減
）

だ
っ
た
。

全
世
代
の
「
食
品
群
別
摂

取
量
」で
は
、野
菜
は
全
体
平

均
で
２
６
９
・
２
㌘
（
２
・

５
％
減
）、肉
類
は
２０
〜
２９
歳

で
１
４
６
・
２
㌘（
１３
・
０
％

増
）
で
、
７
〜
１４
歳
以
外
の

全
て
の
層
で
増
え
た（
表
）。

野
菜
類

男
女
別
に
摂
取
量
を
み
る

と
、
男
性
は
７０
代
３
１
３
・

８
㌘
（
０
・
６
％
減
）
、
６０

〜
６９
歳
３
１
２
・
８
㌘
（
１

・
７
％
減
）
、
５０
〜
５９
歳
で

２
８
１
・
６
㌘
（
５
・
８
％

減
）
の
順
だ
っ
た
。
１
〜
６

歳
、
１５
〜
１９
歳
、
３０
〜
３９
歳

以
外
の
全
て
の
層
で
減
少
し

た
。

女
性
で
は
、
６０
代
で
２
９

８
・
０
㌘（
７
・
４
％
減
）、

７０
歳
以
上
が
２
９
７
・
２
㌘

（
０
・
８
％
減
）
、
５０
代
が

２
７
２
・
１
㌘
（
２
・
８
％

減
）
の
順
。
１５
歳
〜
２０
代
以

外
の
全
年
代
層
で
減
っ
た
。

う
ち
緑
黄
色
野
菜
は
、
男

性
は
７０
歳
以
上
が
１
０
１
・

２
㌘
（
４
・
９
％
増
）
、
６０

代
で
９１
・
１
㌘
（
０
・
８
％

増
）、
４０
代
が
８１
・
２
㌘（
６

・
３
％
増
）
だ
っ
た
。
１
〜

６
歳
、
２０
代
、
４０
代
以
外
の

層
で
増
加
し
て
い
る
。

女
性
で
は
、
７０
歳
以
上
１

０
２
・
５
㌘（
３
・
９
％
増
）、

６０
代
が
９８
・
８
㌘
（
１
・
７

％
減
）
、
３０
代
で
７９
・
９
㌘

（
６
・
０
％
増
）の
順
。２０
〜

３９
歳
、
７０
歳
以
上
を
除
く
全

て
の
層
で
減
少
し
て
い
る
。

果
実
類

男
性
の
７０
歳
以
上
が
１
５

４
・
７
㌘（
９
・
６
％
減
）、

６０
代
で
１
０
６
・
６
㌘
（
２

・
０
％
減
）
、
１
〜
６
歳
が

９３
・
３
㌘
（
０
・
４
％
増
）

の
順
だ
っ
た
。
７
〜
１９
歳
で

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

女
性
で
は
、
７０
歳
以
上
１

５
６
・
５
㌘（
２
・
１
％
減
）、

６０
代
１
４
２
・
９
㌘
（
５
・

４
％
減
）
、
１
〜
６
歳
８８
・

０
㌘
（
１１
・
４
％
増
）
だ
っ

た
。
７
〜
２９
歳
で
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。

肉
類

男
性
で
１５
〜
１９
歳
で
１
９

４
・
４
㌘（
４
・
１
％
増
）、

２０
代
は
１
７
１
・
３
㌘
（
１４

・
９
％
増
）
、
３０
代
で
１
４

９
・
８
㌘
（
６
・
１
％
増
）

の
順
で
多
か
っ
た
。
７
〜
１４

歳
以
外
の
全
て
の
層
で
増
加

し
た
。

女
性
で
は
、
１５
〜
１９
歳
で

１
３
３
・
９
㌘
（
３
・
９
％

増
）
、
２０
代
が
１
２
１
・
９

㌘
（
１３
・
２
％
増
）
、
４０
代

は
１
０
５
・
７
㌘
（
９
・
０

％
増
）
の
順
だ
っ
た
。
６０
代

以
外
の
全
て
の
年
代
層
で
増

加
し
た
。

消
費
者
庁
は
こ
の
ほ
ど
、

外
食
時
に
お
け
る
「
食
べ
き

れ
な
か
っ
た
食
品
の
持
ち
帰

り
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

２０
代
以
上
の
男
女
１
３
１
６

人
の
回
答
を
得
た
も
の
。

過
去
１
年
程
度
で
外
食
時

に
料
理
を
食
べ
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
男
性

で
３７
・
４
％
、
女
性
で
４７
・

８
％
。
食
べ
残
し
を
持
ち
帰

っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
１５
・
８
％
、
２０
・
３

％
だ
っ
た
。

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
人
を
年
代
別

に
み
る
と
、
２０
代
が

７５
・
０
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
３０
代
が

５０
・
４
％
、
６０
代
で

４５
・
０
％
の
順
で
多

か
っ
た
。
持
ち
帰
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
は

２０
代
で
３５
・
０
％
、

５０
代
が
２０
・
６
％
、

３０
代
で
１９
・
５
％
の

順
で
多
い
。
持
ち
帰

り
た
か
っ
た
が
実
行

し
て
い
な
い
人
と
合
わ
せ
る

と
、
２０
代
で
は
６
割
、
他
の

世
代
で
は
３
割
程
度
が
持
ち

帰
り
た
い
意
向
を
持
っ
て
い

る
。「

持
ち
帰
り
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
」は
、「
賛
成
」「
ど

ら
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
合

わ
せ
て
、
男
性
が
８７
・
９
％
、

女
性
が
９０
・
８
％
。
各
年
代

で
８０
％
を
超
え
て
い
る
。

「
持
ち
帰
ろ
う
と
思
え
る

状
況
」
で
は
、
店
内
に
「
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
」
の
表
示

を
求
め
る
声
が
全
世
代
で
多

い
傾
向
だ
っ
た
（
図
）
。

持
ち
帰
り
た
か
っ
た
が
実

行
し
て
い
な
い
人
の
理
由

は
、「
店
の
許
可
が
取
れ
る
か

分
か
ら
な
い
」
が
４３
・
７
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自

分
か
ら
言
い
出
せ
な
か
っ

た
」が
３５
・
７
％
、「
持
ち
帰

り
が
一
般
的
で
は
な
い
と
思

っ
た
」が
３１
・
９
％
だ
っ
た
。

食品群別摂取量
総数 １-６歳 ７-１４歳１５-１９歳２０-２９歳３０-３９歳４０-４９歳５０-５９歳６０-６９歳７０歳以上

野菜類 ２６９．２ １４４．２ ２３４．１ ２５６．７ ２５０．５ ２５０．４ ２５１．７ ２７６．５ ３０４．９ ３０４．５

男性 ２７８．０ １４７．５ ２３８．４ ２７９．６ ２６１．３ ２６２．０ ２６９．４ ２８１．６ ３１２．８ ３１３．８

女性 ２６１．４ １４１．４ ２２９．４ ２３２．３ ２４０．０ ２４０．２ ２３４．９ ２７２．１ ２９８．０ ２９７．２

緑黄色野菜 ８２．９ ４８．７ ６５．９ ７３．７ ６８．８ ７７．０ ７６．３ ７７．４ ９５．２ １０１．９

男性 ８２．７ ５３．８ ６８．３ ７７．７ ７０．１ ７３．６ ８１．２ ７７．５ ９１．１ １０１．２

女性 ８３．２ ４４．３ ６３．２ ６９．５ ６７．５ ７９．９ ７１．７ ７７．３ ９８．８ １０２．５

果実類 ９６．７ ９０．５ ７２．８ ６２．１ ４９．９ ５４．９ ５４．８ ７３．３ １２６．０ １５５．７

男性 ８７．６ ９３．３ ７４．３ ６８．７ ４９．１ ４４．１ ４３．４ ５７．９ １０６．６ １５４．７

女性 １０４．７ ８８．０ ７１．１ ５５．０ ５０．６ ６４．５ ６５．５ ８６．４ １４２．９ １５６．５

肉類 １０４．５ ６０．４ １０９．０ １６５．１ １４６．２ １２６．１ １２２．３ １１６．７ ９５．１ ７３．８

男性 １２２．７ ６１．９ １１５．４ １９４．４ １７１．３ １４９．８ １３９．９ １４４．７ １１４．９ ８３．３

女性 ８８．４ ５９．１ １０１．８ １３３．９ １２１．９ １０５．１ １０５．７ ９３．０ ７７．９ ６６．３

厚労省資料から作成

「
持
ち
帰
り
」賛
成
が
男
女
と
も
９
割

１８
年
多
く
の
業
種
で
減
益
に

日本公庫

外
食
時
、店
の
許
可
表
示
を
望
む
声
多
く

果
樹
は
売
上
・
所
得
と
も
に
増
加

１８年 国民健康
・ 栄 養 調 査

野
菜
摂
取
量
、２.５
％
減
少

肉
類
は
２０
代
で
１
割
超
増

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、任
期
終
了
倍
増

（ｇ、１人１日当たり平均値）

６
割
超
の
隊
員
が
同
じ
地
域
に
定
住
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ニホンナシ主要品種は、自家不和合
性であるため人工受粉が必要となる。
しかし、輸入花粉を使う場合はコスト
や病害侵入などの課題があり、使用花
粉量を抑えた管理技術が望まれる。
新潟県農業総合研究所園芸研究セン
ターは、「幸水」と「豊水」の２品種
で、「除芽」により開花数を制限すれ
ば、使用花粉量と着果管理作業時間を
削減できることを試験により明らかに
した。
試験は１６～１８年の３年間実施。３６年
生の同センター内の幸水と豊水を各２
樹供試した。幸水は長果枝、豊水は短
果枝が着生した側枝を用いた。
試験区として、花芽を基部から摘除
する除芽を行って側枝１ｍ当たりの花
芽を８芽残し、それ以外を除去する「除

芽８芽区」を設定（図１）。除芽後は通
常の人工受粉を行い、摘果により１ｍ
当たり６果を収穫する。慣行区として、
摘らいを行い側枝１ｍ当たり１２花そう
に制限した「摘らい１２芽区」を設けた。
試験の結果、除芽８芽区の開花数は
慣行区よりも３０％以上減少。開花数が
減ったことで１０ａ当たり使用花粉量は
幸水で１１４ｇ、豊水で９６ｇとなり、両品
種とも約３０％削減された。
また、除芽・受粉・摘果を合計した
着果管理作業時間は、両品種とも１０ａ
当たり約３０時間削減できた（図２）。
割合では、幸水で３８％、豊水で３５％減
となっている。
除芽により開花時の葉数は、慣行区
の６０％程度と少なくなるものの、開花
１ヵ月後には８０～９０％に回復した。果

実重・糖度などの果
実品質は、両品種と
もに慣行区と大きな
差はなかった。
以上により、開花
前の除芽には、使用
花粉量や着果管理作
業時間の削減効果が
あることが明らかに
なった。なお、除芽
作業を行える期間
は、剪定後の３月頃
から開花前までの１
ヵ月以上となってい
る。慣行法である「摘らい」の適期が
開花前２週間程度であるのに比べ、作
業適期が長い。
留意点として、幸水の長果枝では側
枝先端の花芽の除芽痕から枯れ込みが
入る場合がある。同センターは、除芽
処理を行う時、弱樹勢樹や胴枯れ病の
多発する園で枝の枯死が懸念される場
合、先端芽だけは摘らいで処理すべき
としている。

（一社）日本植物防疫協会は１月２０
日、都内でシンポジウム「病害虫被害
の近未来を考える」を開催した。全国
から植物防疫関係者などが参加した。
近年の気候変動をはじめとする様々な
背景が、今後の病害虫発生に及ぼす影
響について、行政や研究の担当者から
情報提供があった。
◯気象庁異常気象情報センターの高
槻靖氏は「近年の異常気象の実態と予
測されている変化」と題して講演を行

った。１８年の世界的な高温は、温暖化
によるものではなく自然のゆらぎが片
方に振れた異常気象（３０年に１回以下
の頻度で発生）と指摘した。
その一方で、「温室効果ガスの排出
状況を考えると着実に温暖化が進行し
ている」と説明。長期的な将来予測に
よると、日本は年平均気温の上昇割合
が世界よりも大きい。現状を上回る温
暖化対策を講じなければ、２１世紀末に
は２０世紀末に比べ約４．５℃上昇すると

強調した。
同予測では、雨の降り方の変化も示
されている。降水量自体は大きく変わ
らない。しかし、雨の降る日が減り、
大雨や短時間強雨が増える。猛烈な台
風の発生回数も増加する見込となって
いる。
◯農水省植物防疫課の古畑徹氏は、
「近年我が国で新たに発生が確認され
た病害虫と今後警戒すべき病害虫」に
ついて講演。例年と異なる天候推移や、
人の移動が盛んになったことで、発生
の多くなった病害虫を紹介した。１８年
に青森を中心に流行した「リンゴ黒星
病」の事例では、消雪時期が早まった
ことによる一次感染期の早期化に加
え、春先の多雨で感染が助長された。

現在、侵入を警戒すべき病害虫とし
て、「チチュウカイミバエ（カンキツ
類など）」「コドリンガ（リンゴなど）」
「火傷病（リンゴなど）」「タバコべ
と病（トマト、ナスなど）」を挙げた。
侵入の早期発見には、農業団体や自治
体の協力が不可欠とした。
◯農研機構九州沖縄農業研究センタ
ーの秋月岳氏は、昨年発生した「ツマ
ジロクサヨトウ」の動向を説明。同虫
は気温１０℃以下で生育が停止するもの
の、西南諸島や近隣国で越冬した個体
が、東日本や北日本まで飛来する可能
性が高い。そのため、「今年は発生時
期が早まり発生量も増加することが想
定される」とした。現在、関係機関と
防除マニュアルの策定を進めている。

農研機構は、民間企業との共同研究
により、農業用水路の水流がヒートポ
ンプの熱源として利用可能であ
ることを明らかにした。ハウス
の冷暖房をより効率的に運転す
ることができ、省エネの効果が
期待される。
農業施設では、外気などから
熱エネルギーを取り込み空調に
利用する「ヒートポンプ」が導
入されている。現在、地中や空
気中に熱交換器を設置する方式
が主流となっている。
同機構らは、より交換効率の
良い流水中への熱交換器の設置
を検討。農業用水路での利用を
想定して、実規模の水理模型で
実験を行った。
その結果、熱交換器周辺の水
が常時移動するため、冷暖房のいずれ
の運転でも効率良く交換できることが

明らかになった。
熱交換効率は、冷房運転時で静水
中設置の２．５倍、土中設置の約１５
倍だった。
用水路を流れてくるゴミから
保護するため、シート状熱交換
器をメッシュ状の金属板と一体
化する施工法で設置する。熱交
換器自体の設置コストは、穴を
掘る必要がある地中設置と比べ
て約５０％削減可能。システム全
体でみても、約２５％削減できる
とされた。
農業での利用だけでなく、用
水路に隣接している住宅や商業
施設などでも利用が期待されて
いる。
同機構は、今後の普及のため
に、耐久性や維持管理労力など

を検証する必要があるとしている。

農水省の「１９年産モモ・スモモの結
果樹面積、収穫量及び出荷量」による
と、モモの収穫量は１６年から減少が続
いている。
モモの１０ａ当たり収量は、前年産に
比べて３％下回り１１３０㎏となった。主
産地の山梨において、台風の影響でモ
モせん孔細菌病が多発し、２割程度低
下したことが要因として大きい。収穫
量は５％減の１０万７９００ｔ、出荷量も
５％減の９万９５００ｔと、どちらも３年
連続の減少。都道府県別の収穫量は、
上位３県で約６割を占め、山梨が２８％、
福島が２５％、長野が１１％となっている。
スモモの１０ａ当たり収量は、前年産
に比べて２１％下回り６５３㎏となった。開
花期の低温等で受精不良を起こして着

果数が少なかったことが影響したとみ
られる。収穫量は２２％減の１万８１００ｔ、
出荷量が２２％減の１万６０００ｔと、どち
らも２割以上の減少。都道府県別の収
穫量は、上位３県で約６割を占め、山
梨が３０％、長野が１５％、和歌山が１１％
となっている。

農水省の「１９年産春植えバレイショ
の作付面積、収穫量及び出荷量」によ
ると、収穫量が全国の８割を占める北
海道で前年産より増加した。
北海道の１０ａ当たり収量は、生育期
間全般で天候に恵まれ肥大が良好だっ
たため、１１％上回り３８１０㎏となった。
収穫量は８％増の１８９万ｔ、出荷量は
９％増の１６９万７０００ｔだった。

新潟県農業総合研究所園芸研究センター
ニホンナシ 除芽で使用花粉量抑える

摘らいに比べ作業を省力化

例年と異なる天候で被害増加
警戒すべき病害虫でシンポ

モモ５％、スモモ２２％減少
１９年産収穫量高
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悪臭による畜産経営への苦情は、酪
農と養豚で特に多い。風向きによって
は、臭いが離れた場所まで運ばれるた
め、民家と隣接していない地域でも苦
情の原因となる場合がある。
環境省は、「悪臭対応参考事例集～
畜産農業編」をホームページで公表し
ている。苦情の発生しやすい畜種に焦
点を絞って優良事例をまとめたもの。
各事例から、効果的な対策方法を紹介
する。
臭気の発生源
畜舎と堆肥舎が主な発生源となる。
畜舎からの臭いは、ふん尿に由来する
ものが多いので、衛生的な管理が大切。
堆肥舎では、発酵初期のガスに悪臭物

質が多く含まれるため、切り返し作業
時は建物を密閉するなど工夫する。
酪農経営の事例から
牛舎内の清掃は、こまめに隅々まで
行い清潔に保つ。
敷料は十分な量を入れることが大

切。敷料として、コーヒー粕とカカオ
殻を牛１頭当たり約１５㎏／日（フリー
バーン牛舎の場合）投入している事例
では、ふん尿の臭いをマスキングし、
カカオの香りで不快性を軽減する効果
がある。この際、オガ粉など他の敷料
は入れない。
飼料を自動給餌にして、決まった時
間に必要な量を与えることで、牛舎内
に漂いやすいサイレージ由来臭を少な

くしている事例もある。
堆肥化工程では、切り返し作業を行
う時の風向きも考慮し、朝・夕の時間
帯を避けるなど周辺に考慮する。発酵
不良による悪臭を防ぐため、床面から
エアレーションを行えるよう整備して
好気性発酵を促進することも有効。剪
定枝チップを副資材として混合するこ
とで、通気性を改善している事例もみ
られた。
堆肥供給先の安定的な確保のために
も、地域との関わりは重要。特に、耕
種農家が堆肥を田畑へ投入後に悪臭が

出ないよう、しっかりと熟成させる必
要がある。
養豚経営の事例から
スノコ式豚舎は、全面・一部に関わ
らず毎日の清掃を心がける。全面スノ
コの場合、臭いの発生しやすい湿潤部
分が少なく、ふん尿をスクレーパーで
集めやすい。
踏み込み式豚舎は、大量の敷料が臭
いを吸着する。清掃は豚移動時に行う。
事例では、子豚を入れる前の離乳舎に
オガ粉、モミ殻、古紙敷料を５０％、２０％、
２０％の割合で投入し、汚れてきたら途
中でオガ粉やモミ殻を追加する方法を
とっている。なお、母豚舎には麦ワラ
を投入している。
堆肥化は密閉して処理すると臭気が
抑えられる。密閉型縦型発酵装置の導
入が有効となる。
敷地境界に植樹をして、外から豚舎
が見えないよう視覚的に配慮する事例
もみられた。

農水省はこのほど、「最新農業技術
・品種２０１９」をとりまとめた。全国の
研究機関から新たに創出された研究成
果のうち、現場への導入が期待される
品種・技術を紹介しているもの。
畜産分野では、次の３つの新技術が
選ばれた（カッコ内は研究担当機関）。
詳細は各研究担当機関まで問い合わせ
を。
○大規模酪農家向け搾乳関連排水処
理施設管理技術の確立（栃木県畜産酪
農研究センター）
床洗浄水や廃棄乳が搾乳関連排水に
混ざることで、ＢＯＤ濃度（水の汚染
度）が高くなることを県内現地調査に
より明らかにした。さらに、１日の搾
乳関連の総排水量（Ｌ）は「搾乳頭数
×４０Ｌ＋１５００Ｌ」の計算式で算出可能
だと分かった。
また、排水処理施設のトラブルを把
握する指標としてＯＲＰ（酸化還元電
位）が利用できることも明らかにした。
異物混入や曝気装置故障の際、ＯＲＰ
値の変動で把握することができる。Ｏ
ＲＰ値を基に、酪農家で施設の運転見
直しを行ったところ、水質が改善し
た。
同省は、搾乳ロボットなどで自動化
が進む酪農経営において、新設する処
理施設の規模決定に役立つ技術として
いる。
○草地における難防除雑草「ハルガ
ヤ」の生育特性と低減対策（北海道立
総合研究機構畜産試験場）
道内では、難防除雑草のハルガヤが

草地に繁茂し、生産性の低下が問題と
なっている。同雑草は、種子生産が非
常に早く、かつ量も多い。埋土種子の
出芽も長期にわたるため短期的な根絶
は困難で、草地更新後も再発生のリス
クが高い。
同試験場は、関係機関とともに同雑
草の低減対策マニュアルを作成し、ホ
ームページなどで公開。埋土種子対策
の「輪作」、播種当年種子を結実させ
ず適期に播種床処理する「草地更新
法」、競合力が強くアレロパシー（生
育抑制物質）感受性の低い草種の選択
及び適切な施肥による「維持管理」が
低減に有効だとした。
同省は、低減対策を進めることで、
草地の適切な維持管理に期待できる成
果だとしている。
もう１つの、大型破砕機と「フレコ
ンラップ法」による破砕穀実の迅速な
サイレージ調製方法（農研機構東北農
業研究センター）は、７面に詳細記
事。

サルモネラ菌のうち、特定の血清
型は届出伝染病に指定されている。
全国の牛サルモネラ症の発生頭数を
みると、２年連続で高く推移してい
る。１７年は５０頭での発生だったが、
１８年は２９４頭、１９年は１１月までに１８１
頭となっている。

同病が発生すると、清浄化に時間が
かかり、その間の経済的被害は大きい。
予防を徹底する必要がある。
原因菌が口から侵入することで、

４０℃以上の発熱や水様性下痢を引き起
こす。飼槽を清潔に保ち、長靴が汚れ
たまま餌やりを行わないことなどに注
意する。
搾乳牛では、症状がみられなくても
保菌している可能性がある。導入牛や
預託から戻ってきた牛は、異常のない

ことが確認できるまで、一時的に隔離
する。
人や車両の出入りによって侵入する
可能性が高いので、入り口への消石灰
の散布などを徹底。トラックのタイヤ
全体が触れるように、タイヤ径の３～
４倍の奥行きで散布するようにする。
また、散布は少なくとも週１回程度で
行う。ネズミや野鳥も感染源となるの
で、牛舎内や飼料置き場に侵入しない
ようにする。

農水省は、ＰＥＤ（豚流行性下痢）
ワクチンの接種率が低下しているとし
て注意を呼びかけている。例年、気温
の低下する冬季に同病の発生が増加す
る傾向にある。昨年９月からの統計に
よると、千葉と群馬の累計４８農場で発
生。すでに、大発生を記録した１３年を
超える勢いとなっている。
同省は、「ワクチン接種率の低下に
より、免疫が適切に付与されていない
ことが拡大の一因」と指摘。接種率は、
ワクチンの円滑な供給対策を実施した
１４年５月以降には概ね６割前後で推移
していたのに対し、昨年７～９月は４
割を下回っている（図）。
被害低減（子豚の損耗防止）には、
飼養衛生管理とワクチン接種を徹底す
ることが重要となる。ＣＳＦ対策と同
様、車両消毒の不備、汚染物品の持ち
込み、野生動物の侵入には十分注意す
る。分娩舎は衛生的な状態を保ち、母
豚のストレス低減に努める。
まん延防止のための早期通報も大切
となる。しかし、他の疾病と類似した

症状もみられるため、すぐに同病だと
判断するのは難しい。そのため、次の
①～③のいずれかに該当する場合、直
ちに獣医師または家保に通報する。
①複数の母豚が分娩した哺乳豚のう
ち、半数以上が水様性下痢・おう吐を
呈するか死亡した。
②同一母豚が分娩した哺乳豚のう

ち、１頭以上が水様性下痢・おう吐を
呈するか死亡し、半日以内に同一腹の
哺乳豚または他の母豚が分娩した哺乳
豚に同一症状が拡大した。
③同一飼養区画内で複数の母豚また
は肥育豚（離乳豚含む）が、食欲不振
・下痢（軟便～水様性）・おう吐を呈
した。

飼養形態別清掃頻度の目安
牛舎の構造 清掃（／日）
フリーバーン １回
フリーストール １～２回
つなぎ飼い ２回

豚舎床構造 清掃（／日）
全面スノコ床 ２回
部分スノコ床 １～２回
踏み込み式 豚移動時

環境省の資料を一部改変

環境省、悪臭対応事例示す

ＰＥＤワクチン接種率低下搾乳関連排水処理技術な
ど紹介

農水省が注意呼びかけ最新農業技術・品種２０１９最新農業技術・品種２０１９

導入牛の一時隔離で予防
牛サルモネラ症

十分な敷料と工夫で臭気抑える十分な敷料と工夫で臭気抑える
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肥育牛を順調に育てるためには、牛
の消化器官の強化が非常に重要とな
る。中でも、第一胃発酵の安定は各種
の病気予防のために必要不可欠であ
り、うまくいかないと、枝肉の成績に
も悪影響を及ぼすため、徹底した飼養
管理が求められる。
宮崎県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ宮
崎）はこのほど、黒毛和種肥育牛の様
々な病気や成績低下を防ぐための注意
喚起を行った。その中から、ポイント
を紹介する。
１７年のＮＯＳＡＩ宮崎全体での肥育
牛の事故実績のうち、病傷事故は表の
順位で多く、第一胃の発達不良による
病気が多い。ルーメンアシドーシスは
一度発症すると、継発して様々な病気

が発生する危険が伴う。中でも、蹄葉炎
は廃用に直結しにくいため危機感が持
たれにくいが、発症すると、治癒率が
低く、発育不良になる危険がある。歩き
方に影響を及ぼすことから、増体及び
枝肉成績を悪化させる原因となる。
ルーメンアシドーシスのほかにも、
蹄への過度な負荷、ストレスなどが原
因で発生する。蹄小部の痛みが発生し、
ロボット様の歩き方、背湾姿勢、立ち
上がるのが困難・嫌がる、食欲不振を
示すほか、慢性的に痩せるという特徴
もみられる。
痛みがまだ出ていなくても、蹄の伸
びが速い、巻き爪などがみられるのは
症状発生の前兆であるため、牛の爪の
状態を日頃からこまめにチェックする

（写真）。急性蹄葉炎は蹄の伸び過ぎ
はなく発症するため、注意が必要。ス
リッパ状に蹄が過度に伸びている場合
はアシドーシスが長期継続しているた
め、他の病気の併発にも気をつける。
発症した時点で飼養管理に問題があ
るため、予防を重視することが大切。
削蹄は定期的に行うことが望ましい
が、第一胃発酵が安定していれば、蹄
葉炎になる伸び方は避けることができ
る。前期に粗飼料で容積・絨毛を発達

させ健康な第一胃づくりを心がける、
急な配合増飼を避ける、粗飼料の量と
質に気をつけ十分な反すうを促す、群
内の食いむらを無くすことなどが重
要。蹄の伸び具合は牛群の状態を見る
指標になるため、観察が必要となる。
対症療法は、獣医師による消炎鎮痛
剤、健胃散の早期投与のほか、削蹄、
隔離などがあり、アシドーシスからの
発生の場合には繊維増量、配合飼料を
一時的に減らす・中止する、亜鉛、重
曹、ビタミンＡＤＥの投与などを行う。
また、交雑・乳去勢でも、第一胃発
酵の安定に注意し、給与する飼料の量
を把握することが重要となる。

（公社）日本食肉
格付協会はこのほ
ど、１９年（１～１２月）
の牛枝肉格付結果を
公表した。
全体の格付頭数

は、１８年には増加し
たものの、減少に転
じた。交雑種去勢の
３等級以上の割合は
７割に迫り、最高値
を更新した。和牛去
勢の４等級以上の割
合も継続して増加し
ており、肉質の向上
がうかがえた。
全体の格付頭数は８８万７０２９頭と再び

９０万頭割れとなり、１８年から１．６％減少
した。内訳は、交雑種が５．０％減、和牛
が１．２％増、乳用種（雌含む）が３．６％
減となっている。和牛は増加が続いて
いるものの、交雑種は減少に転じ、乳
用種は引き続き減少した。
交雑種去勢の格付頭数は、５．１％減の

１１万９１６５頭。肉質３等級以上の割合は
３．０㌽増の６９．２％と、７割に迫る勢いと
なり、増加傾向が続いている。４等級
以上は、２．４㌽増え、１９．８％となった。
歩留まりは、B 等級が１．１％減で
７３．７％、A等級は０．８％増で９．０％だっ
た。
交雑種雌の格付頭数は、前年に比べ

５．０％減の１０万５２３３頭だった。３等級以
上の割合は、３．５㌽増の６１．９％、４等級

以上は２．１㌽増の１５．８％となった。同去
勢と同様、肉質が向上している。歩留
まりは、B等級が０．２㌽減の７０．６％、A
等級が０．８㌽増の１２．５％だった。
和牛去勢の格付頭数は、前年に比べ

１．０％増の２４万５８９８頭。４等級以上の割
合は２．８㌽増の８４．３％となった。内訳
は、４等級が３７．７％、５等級が４６．６％だ
った。増減をみると、３等級が２．４㌽減、
４等級が２．６㌽減、５等級が５．５㌽増と、
５等級の増加傾向が続いている。肥育
技術により、脂肪交雑・締まりなどの
向上が続いているためとみられる。歩
留まりは、A等級が０．４㌽増の９３．９％、
B 等級が０．３㌽減の５．８％となってい
る。
乳去勢の格付頭数は、５．３％減の１６万

２７７８頭。３等級以上割合は前年と同率
の２．６％だった。

穀実飼料は牛の肥育に欠かせない
が、世界規模の災害の多発などから輸
入の安定性は先行きが不透明となって
いる。国内での水田転作地の有効活用
による、トウモロコシ子実やモミ米な
どの生産が求められている。乾燥、保
管はコストがかかるため、地域内流通
を前提としたサイレージ化がコストを
下げるために重要となる。
農研機構東北農業研究センター（岩
手）は穀実サイレージ調製の手間と時
間を削減する「フレコンラップ法」を
考案し、１月２０日に都内で開かれた「新
たな自給飼料生産に関する全国シンポ
ジウム」で発表した。
従来の穀実サイレージの調製法は、
良質な発酵をさせるための脱気・密封
処理が手作業のため、時間と手間がか
かる。また、密封が不完全になること
があり、カビ発生の原因にもなる。新
しい方法（フレコンラップ法）では脱
気処理は必要なく、密封処理を機械化
し、素早く確実に品質の良いサイレー
ジを調製することが可能となる。
フレコンラップ法で用意するもの

は、フレコンとラップフィルム、口締め
用のビニール帯。ビニール袋の内袋２

枚が必要だった従来法に比べて、資材
費は３分の２に抑えることができる。
手順は、①破砕した穀実をフレコン
の容量いっぱいに詰める②ポリプロピ
レン製の結束バンドでフレコンの投入
口を結束する。結束作業には結束工具
やバイスクリップなどを使用し、しっ
かり締める③２本の吊りベルトがラッ
プ作業中引っかからないよう、フレコ
ンに着いている投入口を締めテープで
簡単にしばる④つかみ方に注意し、ラ
ップ作業を行う⑤保管場所に移動する
―の順番に行う。
同法では、内袋なしのフレコンへ詰
め込み、口を結束しラップだけなので、
屋外での作業が可能で、調製時間が短
縮できる（図）。
従来法の３～４倍の作業スピードで
行うことができ、ラップフィルムは紫
外線にも雪にも強いため、屋外で長い
間貯蔵できる。
注意点として、きれいな円型にはな
らないため段積みはしない、屋外保管
時はラップ上面にテグスや防鳥ネット
などを設置する、砂利の上に置きネズ
ミによる食害を防ぐなどが必要。詳細
は図中のＵＲＬから確認できる。

図 高速破砕機とフレコンラップ法を用いた穀実サイレージの屋外迅速調製体系

蹄葉炎のなりかけ（伸びが速い、巻き爪の状態）

表、写真ともにＮＯＳＡＩ宮崎の資料から

肥育牛の事故実績（２０１７）
《病傷事故 TOP１０》
№№ 病病類類病病名名 件件数数
１ 気管支炎 ４，３１５
２ 肺炎 ２，６１３
３ 肝炎 １，２９９
４ 腸炎 １，００４
５ ルーメンアシドーシス ５７８
６ 第一胃食滞 ４８３
７ ビタミンＡ欠乏症 ４３６
８ コクシジウム病 ３９７
９ 尿石症 ３３９
１０胃腸炎 ２６５
その他 １，７７３

１３，５０２

１～１２月の牛枝肉格付結果 単位：％、頭
等級 ５ ４ ３ ２ １ 計 頭数

交

雑

去

勢

１９年

A ０．５ ３．９ ３．６ １．０ － ９．０ １０，７１０
B ０．５ １３．６ ３７．９ ２１．７ － ７３．７ ８７，８０８
C ０．０ １．３ ７．９ ７．８ ０．４ １７．３ ２０，６４８
計 １．０ １８．８ ４９．４ ３０．５ ０．４ １００．０ １１９，１６６

１８年

A ０．４ ３．３ ３．６ １．０ － ８．２ １０，３２１
B ０．４ １２．２ ３８ ２４．３ － ７４．８ ９３，９３７
C ０．０ １．１ ７．２ ８．３ ０．４ １６．９ ２１，２７５
計 ０．８ １６．６ ４８．８ ３３．６ ０．４ １００．０ １２５，５３３

等級 ５ ４ ３ ２ １ 計 頭数

和

牛

去

勢

１９年

A ４５．９ ３５．３ １０．９ １．８ － ９３．９ ２３０，８４０
B ０．７ ２．４ １．７ １．０ － ５．８ １４，２６３
C ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７９５
計 ４６．６ ３７．７ １２．６ ２．９ ０．２ １００．０ ２４５，８９８

１８年

A ４０．５ ３７．９ １３ ２．１ － ９３．５ ２２７，７５１
B ０．６ ２．４ ２．０ １．１ － ６．１ １４，９２１
C ０．０ ０．０ ０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ７９８
計 ４１．１ ４０．３ １５．０ ３．３ ０．２ １００．０ ２４３，４７０

※四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。

第一胃発酵の安定が重要第一胃発酵の安定が重要
蹄葉炎予防対策

交雑去勢４等級以上１９．８％に増加
１９年全体の格付頭数１．６％減

フレコンラップ法でサイレージ調製を省力化
屋外で長期保存可能
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

インバウンド需
要弱まり、相場
は軟調な展開か

１月の相場は、軟調な展開が継続し
た。年末年始の出費増による節約志向
の高まりや暖冬による鍋物需要の低迷
で、引き合いが弱かった。
これからは不需要期に入るため、全
体的に低調な荷動きが予測される。
【乳去勢】１月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９９９円（前年同月比９８％）
と、前月に比べ４５円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の乳用種の全国出荷頭数は２
万４９００頭（９５％）で減少基調が継続す
ると見込んでいる。
【F１去勢】１月の東京市場の交雑種

（F１） 去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１６２３円（前年同月比１００％）、Ｂ２
は１４８９円（１００％）となった。前月に比
べＢ３は３７円下げ、Ｂ２は２５円上げた。
やや弱含みとなったものの、引き続き
堅調な相場で推移した。
同機構は２月の交雑種の全国出荷頭
数を１万８０００頭（９７％）と、減少基調
が継続すると予測している。
【和去勢】１月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２２９５
円（前年同月比９２％）、Ａ３は２０３９円
（８９％）となった。前月に比べそれぞ
れ７円、４２円上げた。指標となるＡ４
が昨年７月から前年同月を下回り、軟
調な相場で推移している。

同機構は２月の和牛の全国出荷頭数
は３万３２００頭（１０２％）と、引き続き前
年同月を上回ると予測している。全品
種の出荷頭数は７万７７００頭（９９％）で
前年同月をわずかに下回るとみてい

る。
一方、２月の輸入量は総
量で４万４６００ｔ（１１１％）と
予測。内訳は、冷蔵品が１
万９９００ｔ（１０５％）、冷凍品
は２万４７００ｔ（１１７％）。冷
凍品は、中国の買い付けが
落ち着いたこと等から、豪
州産の輸入が増加し、前年
同月を大幅に上回ると予測
している。
消費が落ち込む時期を迎
える。大きなイベントが少
なく、行楽需要も期待しに
くい。また、新型コロナウイ
ルスの影響でインバウンド

（訪日客）が減少しており、外食店の
引き合いが弱まることが懸念される。
出荷頭数が増加基調の和牛は軟調な
相場が継続し、同等級内で価格差が大
きくなるか。乳牛去勢及び交雑種は品
薄が続くため、もちあいの展開が予想
される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９５０～
１０００円、 F１去勢Ｂ３が１５５０～１６００円、
Ｂ２は１４５０～１５００円、和牛去勢Ａ４が
２２５０～２３５０円、Ａ３は１９５０～２０５０円で
の相場展開か。

在庫量多いが、
底堅い需要で相
場小戻す展開か

１月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が４５２円（前年同月比
１０１％）、中物は３９７円（９６％）となった。
前月に比べそれぞれ５７円、８２円下げた。
上旬は年末年休みの補充買いで高値と
なったが、中旬以降、急落した。暖冬
で鍋物需要が弱い一方、出荷頭数は安
定し、需給が緩んだ。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、２月は１２８万４千頭（前年同月比
９８％、過去５年同月平均比９８％）、３
月は１３８万７千頭（１０４％、９９％）と平年
を下回って推移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、２月の輸入量は総量で７万８００ｔ

（前年同月比８７％）の見込み。内訳は、
冷蔵品が３万１７００ｔ（１０６％）、冷凍品
は３万９１００ｔ（７６％）。冷蔵品は前年
同月の輸入量が入船遅れで少なかった
ことから、かなりの程度上回る見込み。
冷凍品は前年同月の輸入量が日欧ＥＰ
Ａの発効で多かったことから、大幅に
下回ると見込んでいる。また、国産品
と輸入品を合わせた月末在庫は依然と
して前年同月を大幅に上回る２０万２９００
ｔ（１２２％）と予測している。
消費税増税などで消費者の節約志向
が強まっており、値ごろな豚肉は底堅
い需要が見込める。在庫量が多いもの
の、相場は小戻す展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が４５０～４７０円、
中物は４００～４２０円での相場展開か。

和子牛弱もちあ
い、乳子牛はも
ちあいの展開か

【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万５９８２円（前年同月比１０２％）、F１去
勢が４９万９０８４円（９６％）となった。前月
に比べ乳去勢は１０４２円下げ、F１去勢は
４６１２円上げた。両品種とも強もちあい
の展開となり、F１去勢は４ヵ月連続で
上げた。
両品種の枝肉価格は年明け後もほぼ
堅調に推移しており、素牛価格はもち
あいで推移するか。
【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振

興機構調べ、暫定値）は、乳雄が９万
９３１２円（前年同月比９６％）、F１（雄雌
含む）は２２万６０１円（８５％）となった。
前月に比べそれぞれ５０５５円、１万２３５７
円の下げと、やや緩んだ。
両品種の取引頭数は減少傾向が続く
と見込まれることから、もちあいの展
開か。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７７万
８１４７円（前年同月比９５％）となった。
前月に比べ７４２６円下げた。枝肉相場の
低迷が主たる要因で、慎重な導入とな
っている。
この時期、枝肉相場の上昇材料が乏
しく、弱もちあいの展開が続くと予想
される。

農水省は１月２０日、省内で「第４
回和牛遺伝資源の知的財産的価値の
保護強化に関する専門部会」を開き、
保護の在り方について中間とりまと
めを行った。和牛の精液や受精卵の
不正流通を防ぐため、悪質な行為に
は刑事罰を取り入れることなどを提
言している。
中間とりまとめは「家畜の改良プ
ロセスは畜産関係者等による創造的
な活動であり、優良な遺伝資源は知
的財産としての価値を有している」
と結論付け、特別な保護が必要と指
摘。保護のため、窃盗や詐欺などに
よる不正取得及び使用、譲渡のほか、
契約等による利用目的の制限・転売
禁止などを破る使用、譲渡などを違
法行為として規制することが適切だ
とした。
さらに、一度不正に流出すると家
畜の拡大再生産が容易となるため、

不正使用により産出された家畜または
遺伝資源の使用、譲渡なども規制の対
象とすべきとした。
民事上の措置として、被害を受けた
者またはその恐れがある者に指し止め
請求権を認めること、損害賠償請求の
立証の容易化を図ることを求めた。海
外流出防止に向け、特に違法性の高い
行為には刑事罰を取り入れることを提
言。また、遺伝資源の国内活用の保護
に万全を期すため、行為規制とともに、
前提となる契約の管理措置の徹底と、
生産・流通を管理できるトレーサビリ
ティの基盤強化を行政に求めている。
家畜の遺伝資源については、伝染病
を予防するための「家畜改良増殖法」
があるが、海外への持ち出しを直接取
り締まる法律はない。同省は中間とり
まとめを踏まえ、今国会に家畜遺伝資
源の保護を強化する法案の提出を予定
している。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５７７ ６５１ ２８６ ２８４ ２４１，２４６ ２３８，３５１ ８４４ ８３９
Ｆ１去 １，０６４ ９９０ ３１６ ３１４ ５０８，０５２ ５０３，５００ １，６０８ １，６０４
和去 １，２７４ １，５９９ ３１２ ３０６ ７６２，４５１ ７６５，２４６ ２，４４４ ２，５０１

東 北
乳去 ５ － １９２ － １１５，９４０ － ６０５ －
Ｆ１去 ４ ５ ２３８ ２７２ ２７５，０００ ３２９，７８０ １，１５４ １，２１２
和去 １，８８５ ２，４２０ ３０３ ２９９ ７４５，８３６ ７６４，６０６ ２，４６１ ２，５６０

関 東
乳去 ４ ３２ ２２８ ２７１ ７２，６００ ２５６，２３１ ３１９ ９４７
Ｆ１去 ９１ １２２ ２９８ ３００ ４６４，１９９ ４６５，８５９ １，５５９ １，５５２
和去 ８０３ ９９８ ２６３ ２６７ ７１１，０８９ ７５２，９９８ ２，７０６ ２，８２４

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 － ６３ － ２７５ － ８１３，６３３ － ２，９５９

東 海
乳去 １３ ８ ２６７ ２７０ ２１７，６３０ ２３４，０２５ ８１５ ８６７
Ｆ１去 ４１ ６１ ３０１ ３０６ ４１１，４２６ ４３９，３６８ １，３６７ １，４３６
和去 ４６０ ２９１ ２６１ ２５８ ８０９，９３９ ８０５，４７１ ３，１０３ ３，１２１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４５５ ４２８ ２５１ ２５０ ７６８，７３５ ７８３，２４３ ３，０６９ ３，１３３

中 四 国
乳去 ７５ ６７ ２６２ ２６８ ２１９，０３２ ２１３，６６３ ８３７ ７９８
Ｆ１去 ２０６ １６３ ３０９ ３０４ ５０８，９３１ ４９６，９９７ １，６４８ １，６３４
和去 ７２５ １，０３５ ２８１ ２８２ ７４９，３４７ ７７１，０７８ ２，６６８ ２，７３１

九州・沖縄
乳去 ２３ ３０ ２５５ ２７９ ２２４，０６５ ２４０，７１６ ８７９ ８６２
Ｆ１去 ２９５ ３０９ ３０１ ３０５ ４８７，７３２ ４８９，０５５ １，６２３ １，６０２
和去 ９，８９７ ８，２３３ ２８７ ２８８ ７９２，８２６ ８００，４４４ ２，７６１ ２，７７９

全 国
乳去 ６９７ ７８８ ２８１ ２８１ ２３５，９８２ ２３７，０２４ ８４０ ８４４
Ｆ１去 １，７０４ １，６５０ ３１０ ３１０ ４９９，０８４ ４９４，４７２ １，６１０ １，５９５
和去 １５，４９９ １５，０６７ ２８８ ２８８ ７７８，１４７ ７８５，５７３ ２，７０２ ２，７２８

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。
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